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世
界
の
ど
こ
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い
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も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
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︵
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リ
ー
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STOP
 しませんよ〜Bumper

 cars

　

在
米
の
日
本
研
究
者
、
大
学

教
授
、
政
策
決
定
に
携
わ
る
実

務
家
な
ど
46
人
が
18
日
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
、

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏

の
呼
び
か
け
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
に
参
加
し
、
日
本
政
府
の
外

国
人
に
対
す
る
厳
し
い
入
国
制

限
に
対
し
深
刻
な
懸
念
を
表
明

し
た
。
同
日
岸
田
首
相
に
改
善

の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。
署
名

は
24
日
現
在
１
１
８
０
人
。

　

こ
の
中
で
、
参
加
者
は
国
際

交
流
の
橋
渡
し
役
と
し
て
日
本

の
国
内
外
に
お
い
て
国
際
関
係

及
び
次
世
代
の
日
本
専
門
家
育

成
に
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

通
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
立
場

か
ら
﹁
日
本
の
現
在
の
水
際
対

策
の
も
と
で
は
、
在
留
資
格
を

持
た
な
い
外
国
人
は
、
た
と
え

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
査
に
よ
る

陰
性
証
明
が
な
さ
れ
、
隔
離
に

応
じ
る
意
思
を
持
ち
、
そ
の
他

全
て
の
公
衆
衛
生
上
必
要
な
手

順
に
従
っ
た
と
し
て
も
、
留

学
、
就
労
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
研
究

活
動
、
家
族
訪
問
を
含
む
い
か

な
る
目
的
で
の
入
国
も
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国

境
閉
鎖
措
置
は
、
国
際
社
会
と

の
関
係
に
悪
影
響
を
与
え
て
日

本
の
国
益
を
損
な
い
、
特
に
米

国
人
留
学
生
が
日
本
留
学
を
諦

め
、
続
々
と
他
国
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
現
状
は
日
米
関
係
に
と

っ
て
の
大
き
な
打
撃
と
損
失
で

あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

　

討
論
会
に
参
加
し
た
の
は
、

総
合
司
会
に
ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・

フ
ァ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ

ド
ウ
イ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ

ー
研
究
所
所
長
・
教
授
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
リ
プ
シ
ー
・
ト
ロ
ン

ト
大
学
助
教
授
、デ
ー
ビ
ッ
ド
・

Ｐ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
沖
縄
協
会
会

長
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
プ
ラ
イ
ヤ

ー
・
太
平
洋
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

副
会
長
︵
ハ
ワ
イ
︶、
レ
オ
ナ

ル
ド
・
シ
ョ
ッ
パ
・
バ
ー
ジ
ニ

ア
大
学
教
授
、
シ
ェ
ラ
・
Ａ
・

ス
ミ
ス
・
日
米
友
好
委
員
会
上

席
顧
問
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
ク

ラ
ー
レ
ン
・
テ
キ
サ
ス
大
学
教

授
ほ
か
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
な
ど
。

　

嘆
願
書
で
は
、
観
光
目
的
以

外
で
の
外
国
人
の
入
国
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
一
刻
も
早
く
こ
の

政
策
を
変
更
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
会
議
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
期
間
中
に
お
よ
そ
15
万
人
の

外
国
人
留
学
生
が
足
止
め
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
日
本
留
学
を
諦

め
た
り
、
他
国
へ
シ
フ
ト
し
て

い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

︵
嘆
願
書
の
全
文
６
面
に
掲
載
︶

ウォーカー理事長S・J・ファー教授

リプシー教授ジェーンズＣＥＯ

プライヤー副会長ショッパ教授

スミス上席顧問マクラーレン教授

日
本
の
外
国
人
入
国
制
限
に
懸
念

留
学
生
受
入
れ
岸
田
首
相
に
嘆
願
在米の日本研究者

 参加パネリスト

　

両
手
の
レ
バ
ー
を
操
作
し
て

回
転
・
前
進
後
進
が
自
由
自
在

に
で
き
る
氷
上
バ
ン
パ
ー
カ
ー

に
は
ブ
レ
ー
キ
が
な
い
。
大
き

な
チ
ュ
ー
ブ
が
バ
ン
パ
ー
代
わ

り
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
で
き
た
車

体
に
な
っ
て
い
て
あ
ち
こ
ち
で

跳
ね
返
っ
て
い
る
。
信
号
も
な

い
の
で
暴
走
車
だ
ら
け
。﹁
こ

こ
で
ス
ト
ッ
プ
サ
イ
ン
出
さ
れ

て
も
止
ま
れ
ま
せ
ん
よ
〜
だ
﹂。

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
公
園
で
平
日
午

後
２
時
か
ら
８
時
、
週
末
は
午

前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

料
金
は
無
料
だ
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
事
前
予
約
が
必
要
。

https://bry
antpark.org/

p
ro

g
ra

m
s/fro

stfest-
bum

per-cars

︵
22
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://bryantpark.org/programs/frostfest-bumper-cars
http://shinbashi72.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://nipponexpressusa.com/
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米
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
ア
マ

ゾ
ン
︵A

m
azon

︶
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
、
昨
年
か

ら
新
し
い
特
集
ペ
ー
ジ
﹁
ジ
ャ

パ
ン
・
ス
ト
ア
﹂
が
開
設
さ
れ

て
い
る
。
日
本
貿
易
振
興
機
構

︵
ジ
ェ
ト
ロ)

と
ア
マ
ゾ
ン
に

よ
る
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出

を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

日
本
各
地
で
生
ま
れ
る
作
り
手

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
日
本
商
品

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
グ
ロ
ー
サ

リ
ー
︵
お
茶
や
醤
油
な
ど
︶、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
︵
ス
キ
ン
ケ
ア

や
ヘ
ア
ケ
ア
な
ど
︶、
キ
ッ
チ

ン
︵
食
器
な
ど
︶、ホ
ー
ム
︵
お

香
や
ハ
サ
ミ
な
ど
︶、
Ｐ
Ｃ
＆

オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
︵
文
房

具
な
ど
︶、ト
イ
＆
ホ
ビ
ー
︵
人

形
や
ペ
ッ
ト
用
品
な
ど
︶、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
︵
和
服
や
腹
巻
き

な
ど
︶、
ス
ポ
ー
ツ
＆
ア
ウ
ト

ド
ア
︵
自
転
車
の
部
品
や
ア
ウ

ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
な
ど
︶
の
８
つ

に
分
か
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
製
品

を
販
売
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ト
ア
は
、

A
m

azon.com

の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
や
検
索
結
果
に
ス
ト
ア
の

バ
ナ
ー
や
広
告
が
表
示
さ
れ
た

り
、
ス
ト
ア
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
メ
ー
ル
が
利
用
者
へ
配
信
さ

れ
る
た
め
、
露
出
度
が
高
い
と

い
う
利
点
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

で
販
売
実
績
の
な
い
商
品
で
も

集
客
が
見
込
め
る
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
出
品
開
始
後
に

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
方

法
、
日
本
の
商
品
訴
求
方
法
に

つ
い
て
具
体
的
例
を
用
い
て
説

明
す
る
ウ
ェ 

ビ
ナ
ー
の
実
施

や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
配
信
。 

初
め
て
ア
メ
リ
カ
の
ア
マ
ゾ
ン

で
販
売
を
開
始
す
る
企
業
に
は

ア
マ
ゾ
ン
の
専
任
担
当
者
が
つ

き
、
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
ア
へ
の
出

品
決
定
後
、ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
・

商
品
登
録
、
海
外
送
金
や
海
外

輸
送
な
ど
日
本
語
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
２
０
２
３
年
3
月
ご
ろ

ま
で
運
営
予
定
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
支
援

アマゾンが JAPAN STORE 開設
　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
・
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
は
２
月
１
日
︵
火
︶

午
後
５
時
︵
太
平
洋
標
準
時

間

︶

か

ら
、

ウ

ェ

ビ

ナ

ー

﹁M
A

 in Japanese F
ilm

: 
In

 C
on

v
ersation

 w
ith 

F
ilm

 D
irector R

y
usuke 

H
am

aguchi

﹂を
開
催
す
る
。　

今
年
度
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
国
際

長
編
映
画
部
門
に
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
さ
れ
た
﹃
ド
ラ
イ
ブ
・
マ

イ
・
カ
ー
﹄
の
濱
口
竜
介
監
督

を
招
き
、
日
本
映
画
に
お
け
る

﹁
間
﹂
に
つ
い
て
話
し
を
聞
く
。

　

﹃
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
﹄

は
作
家
・
村
上
春
樹
に
よ
る
同

名
短
編
小
説
の
映
画
化
。
妻
を

失
い
喪
失
感
を
抱
え
な
が
ら
生

き
る
主
人
公
が
、
あ
る
女
性
と

の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
ス
ト
ー
リ

ー
で
、
濱
口
竜
介
監
督
は
自
ら

脚
本
も
手
掛
け
て
い
る
。
出
演

は
西
島
秀
俊
、
三
浦
透
子
、
霧

島
れ
い
か
、
岡
田
将
生
な
ど
。　

　

同
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
、
シ
リ
ー

ズ
ホ
ス
ト
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

︵
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
︶
の
阿
部
仁
史
教

授
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ケ

ン
・
タ
ダ
シ
・
オ
オ
シ
マ
教
授

と
共
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
・

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
が
開
催
し
て
き

た
﹁R

ethinking of M
A

﹂

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
。
こ
れ
ま

で
シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
、
ア
ー

ト
、
建
築
、
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
﹁
間
﹂
が
ど
の
よ
う

に
応
用
さ
れ
て
い
る
か
を
探
っ

て
き
た
。
最
終
回
で
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
賞
非
英
語

映
画
賞
等
、
数
多
く
の
賞
を
受

賞
し
て
い
る
濱
口
監
督
が
映
画

を
作
る
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
意
識
し
て
﹁
間
﹂
を
用
い
て

い
る
の
か
を
聞
く
。
質
疑
応
答

の
時
間
も
設
け
る
。

 　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
japanhousela.com

/

を

参

照
す
る
。

日
本
映
画
の
﹁
間
﹂
を
語
る

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス

R
eika K

irishim
a and 

H
idetoshi N

ishijim
a / 

C
ourtesy of Sideshow

 & 
Janus Film

s

ドライブ・マイカー
濱口竜介監督招き

２月 1 日ウェビナー
　

タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
の
蝋

人
形
館
﹁
マ
ダ
ム
・
タ
ッ
ソ
ー

ズ
﹂
は
大
統
領
就
任
式
か
ら
１

年
経
っ
た
20
日
、
ジ
ョ
ー
・
バ

イ
デ
ン
大
統
領
と
カ
マ
ラ
・
ハ

リ
ス
副
大
統
領
の
蝋
人
形
が
設

置
さ
れ
た
。 

　

同
館
が
副
大
統
領
の
人
形
製

作
を
依
頼
し
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
、
同
館
内
の
大
統
領
執

務
室
も
、
紋
章
を
施
し
た
青
い

新たにバイデンとハリス人形 
マダム・タッソーズに 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
愛
知
県
人

会
は
1
月
29
日
︵
土
︶
午

後
８
時
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
新
春
親
睦
会
を
開
催
す

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
地
元

愛
知
、
そ
し
て
日
米
各
地
の

愛
知
県
人
を
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
。
当
日
は
ゲ

ス
ト
に
﹁
あ
い
ち
戦
国
姫

隊
﹂
と
名
古
屋
か
ら
﹁
べ

ん
て
ん
や
﹂
を
迎
え
る
ほ

か
、
大
村
愛
知
県
知
事
と
名

古
屋
お
も
て
な
し
武
将
隊
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

る
。
司
会
進
行
は
ぶ
ら
っ
く

さ
む
ら
い
︵
武
内
剛
︶
が
担

当
。
定
員
は
１
０
０
人
。
参

加
費
無
料
だ
が
事
前
の
予
約

が
必
要
。
申
し
込
み
後
日
に

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
リ
ン
ク
が
配
布
さ

れ
る
。
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
る
。
詳
細
はw

w
w

.
nyaichikenjinkai.com

愛
知
県
人
会

新
春
親
睦
会

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
執
務
机
、
家
族

写
真
、
就
任
式
の
署
名
に
使
わ

れ
た
も
の
と
同
じ
の
ク
ロ
ス
・

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

を
含
め
、新
た
に
改
装
さ
れ
た
。

ま
た
同
２
体
の
服
装
も
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
ラ
ル
フ
・
ロ
ー

レ
ン
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ブ
ル
ー

の
ス
ー
ツ
、
ハ
リ
ス
副
大
統
領

は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ジ
ョ
ン
・

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
と
、
就
任
式
で
２
人
が
着
て

い
た
も
の
を
再
現
し
て
い
る
。

　

ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
、

３
月
６
日
日
曜
日
、
米
国
東
部
時

間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、﹁
Ｆ

Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

　

当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、
日
本
で
Ｆ
Ｘ

に
つ
い
て
の
資
産
運
用
成
功
法
に

つ
い
て
数
々
の
後
援
実
績
を
持

つ
富
盛
祥
充
氏
を
講
師
に
迎
え
、

﹁
1
日
30
分
の
ス
キ
マ
時
間
で
年

利
30
％
以
上
を
生
涯
稼
げ
る
手

法
・
考
え
方
の
紹
介
﹂﹁
稼
ぐ
の

に
予
想
・
分
析
は
必
要
な
し
﹂﹁
面

倒
く
さ
い
銘
柄
選
び
や
業
績
分
析

は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ
で
勝
つ
た

め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
﹄

の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝
率
が
高

く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
3
ス
テ
ッ
プ
日

足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ
ォ
ロ
ー
﹄

と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用
い
た
﹃
習

慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂﹁
学

ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に
す

る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現

実
化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・

数
値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変

え
、
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂

﹁
誰
も
が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

３
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
し
て

年
利
20
％
〜
30
％
の
実
績
を
達
成

し
て
い
る
。

　

参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
進
呈
す

る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com

http://www.nyaichikenjinkai.com
http://www.nyaichikenjinkai.com
http://www.nyaichikenjinkai.com
mailto:villagewellusa@gmail.com
https://www.japanhousela.com/
https://shopnyseikatsu.com/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜 （終了）
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜 （終了）
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜 （終了）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）1 月 29 日（土）

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ・JCCI 共催 スペシャル・ウェビナー

 『アイビーリーグの入り方（最新動向）』
 日時： 2 月 10 日（木）　7 〜 8 PM
 参加費： 無料 （任意で医療従事者へ

のお弁当プロジェクトへ寄付）
 お 申 し 込 み： www.nipponclub.org 
（EVENTS のページ） 

 作家・ジャーナリストの冷泉彰彦氏
（写真）を講師にお迎えし、日本人、
日系人がアイビー校をはじめとする
米名門大学に出願・入学する際の留
意点についてお話いただきます。

■日本クラブ カルチャー講座 2022 年冬期講座 受付中！
 茶道・風水・ヨガ・瞑想・アート・音楽・編み物・語学（英

語・日本語）など、今期もたくさんのオンライン講座をご用
意しております。ご自宅でリラックスして学べるオンライン
講座を、この機会にぜひご活用ください。

 各講座の詳細・お申し込み：www.nipponclub.org/culture
 お問い合わせ：culture@nipponclub.org

■アラスカ産たらば蟹しゃぶ鍋セット販売中！（会員限定）

 日本クラブ・ピックアップ $330
 スカースデール・ピックアップ $360
 昨年大好評の「たらば蟹しゃぶ鍋セット」（2 〜 3 人前）を

今年も販売しております。安陵シェフ特製の出汁と、つけダ
レ２種、薬味、雑炊用卵とご飯も全てセットになっています。
10 セット限定ですので、ご予約はお早めに！（会員限定の
販売です。ご予約は www.nipponclub.org F&B NEWS 欄をご
覧ください）。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

* 写真は去年の「たらば蟹しゃぶ鍋セット」です。

　

ブ

ル

ッ

ク

リ

ン
・

パ

ー

ク
ス
ロ
ー
プ
に
あ
る
Ｊ
コ

ラ

ボ
︵300 7th Street, 

B
rooklyn

︶
で
４
月
１
日
︵
金
︶

か
ら
17
日
︵
日
︶
ま
で
ア
ー
ト
・

メ
ン
バ
ー
ズ
・
ア
ニ
ュ
ア
ル
展

が
開
催
さ
れ
る
。
現
在
展
示
作

品
を
受
け
付
け
て
い
る
。
今
年

度
は
、
展
覧
会
期
中
に
新
た
に

ス
タ
ー
ト
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
や

ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
前
ア
ジ
ア
文
化
委
員
会
︵
Ａ

Ｃ
Ｃ
︶
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
斯
波

雅
子
さ
ん
を
迎
え
て
の
新
企
画

の
お
披
露
目
も
続
々
と
予
定
さ

れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
２
０
２
２
年

度
Ａ
Ａ
Ｍ
Ｅ
賞
授
賞
式
は
4
月

9
日
︵
土
︶、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
て
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
も
予
定
。
名
誉
審
査
員

はR
eversible destiny

財

団
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
兼
２
０
２
２
年
ハ
ワ
イ
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
ア
ソ
シ
エ
ー

ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
手
塚
美

和
子
氏
。
応
募
は
１
人
１
作

品
。
出
展
料
は
２
５
０
ド
ル
。

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
現
地
か
ら
の

応
募
は
１
０
０
ド
ル
︶。
応
募

締
め
切
り
は
２
月
25
日
︵
金
︶。

作
品
郵
送
は
３
月
25
日
必
着
。

申
し
込
み
の
詳
細
はhttps://

w
w

w
.j-collabo.org/

問

い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル　

info.
jcollabo@

gm
ail.com

 

Ｊ
コ
ラ
ボ
で
ア
ニ
ュ
ア
ル
展

２
０
２
２
参
加
者
を
募
集
中

　

４
次
元
空
間
を
３
次
元
の
立

体
で
表
現
す
る
作
品
で
知
ら
れ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
野
村
康
生
が
対
面

式
の
異
次
元
シ
ェ
ア
体
験
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た

な
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ

リ

ー
﹁N

ow
H

ere
﹂︵

ウ

ー

ス
タ
ー
通
り
40
番
地
、
電
話

９
１
７
・
６
７
５
・
６
９
４
４
︶

の
グ
ル
ー
プ
展
﹁
８
人
の
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
﹂
で
新
作
品

を
発
表
し
て
い
る
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
重
ね
合
わ

せ
﹂
。
光
の
作
用
に
よ
り
、
特

種
な
透
明
版
を
通
し
て
向
か
い

合
っ
た
人
の
顔
と
自
分
の
顔
が

重
な
り
あ
う
瞬
間
と
そ
の
前
後

の
異
空
間
表
現
を
体
験
で
き
る

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　

野
村
は
武
蔵
野
美
術
大
学
で

油
彩
を
専
攻
し
て
２
０
０
４
年

に
卒
業
、
２
次
元
の
キ
ャ
ン
バ

ス
で
い
か
に
美
し
く
３
次
元
を

描
く
か
と
い
う
従
来
の
ア
ー
ト

表
現
を
模
索
す
る
中
で
、
現
実

は
２
次
元
が
シ
ェ
ア
し
て
存
在

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
新

し
い
世
界
へ
の
入
り
口
と
し
て

の
光
に
交
錯
に
よ
る
色
彩
の
異

現
象
を
体
現
的
な
ア
ー
ト
で
デ

ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
扱
う
こ
と
に

取
り
組
み
始
め
た
。﹁
普
段
見

て
い
る
世
界
を
少
し
拡
張
し
た

今
高
次
元
を
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
。
将
来
は
宇
宙
空
間
の
無

重
力
と
い
う
中
で
も
表
現
し
て

み
た
い
﹂
と
話
す
。

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
戸
塚
憲
太

郎
さ
ん
は
﹁
新
し
さ
を
追
求
す

る
、
他
の
人
が
や
っ
て
い
な
い

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
追
求
す

る
と
こ
ろ
が
ア
ー
ト
の
面
白
さ

だ
と
思
う
の
で
、
そ
の
両
方
を

追
い
続
け
て
い
る
野
村
さ
ん
の

作
品
は
見
応
え
が
あ
る
﹂
と
話

す
。
展
示
は
２
月
６
日
︵
日
︶

ま
で
。
開
廊
時
間
は
水
曜
か
ら

日
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
６

時
。　
　
　
　
　
　
　
　

︵
三
︶

野村康生の作品NowHereで

顔
が
重
な
る

異
次
元
の
入
口

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
キ
ャ

シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
知
事
の
署
名

に
よ
り
今
年
１
月
１
日
か
ら
12

歳
以
下
の
子
供
の
刑
事
犯
罪
に

つ
い
て
は
逮
捕
も
起
訴
も
し
な

い
法
律
が
成
立
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
７
歳
か
ら
18
歳
ま
で
は
未

成
年
犯
罪
と
し
て
処
罰
の
対
象

と
な
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
法
律
支
援
団
体
に
よ
る

と
２
０
１
９
年
に
12
歳
以
下
の

子
供
８
０
０
人
が
犯
罪
者
と
し

て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ロ
ン

ク
ス
選
出
の
ジ
ャ
ー
マ
ル
・
バ

イ
レ
ー
Ｎ
Ｙ
州
上
院
議
員
は

﹁
幼
少
期
に
犯
罪
者
と
し
て
逮

捕
さ
れ
た
子
供
は
ト
ラ
ウ
マ
と

な
っ
て
そ
の
子
供
の
そ
の
後
の

人
生
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ

す
﹂
と
話
す
。
ホ
ー
ク
ル
知
事

も
﹁
子
供
を
犯
罪
者
と
し
て
処

罰
す
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的

な
サ
ポ
ー
ト
で
ケ
ア
す
る
方
が

適
切
で
あ
る
﹂と
述
べ
て
い
る
。

12 歳以下は
罪に問わず

ＮＹ州が新法施行

 　

ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
は
こ

の
ほ
ど
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
命
名
権

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
毎
年
バ

レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
恒
例
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹁
ネ
ー
ム
・
ア
・
ロ

ー
チ
﹂
の
受
付
を
開
始
し
た
。 

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
愛
す

る
相
手
に
、
同
動
物
園
が
用
意

し
た
１
万
匹
以
上
の
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
・
ゴ
キ
ブ
リ
の
う
ち
の
１

匹
に
名
前
を
付
け
る
権
利
を
贈

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
種
は
世

界
最
大
級
の
ゴ
キ
ブ
リ
と
し
て

知
ら
れ
長
さ
は
約
４
イ
ン
チ

︵
10
セ
ン
チ
︶、
防
御
の
た
め
に

シ
ュ
ー
と
い
う
音
を
だ
す
こ
と

が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。 

　

料
金
は
１
匹
当
た
り
15
ド
ル

で
、
相
手
に
は
命
名
権
を
与
え

ら
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
証
明
書
が

電
子
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
。
命

名
権
だ
け
で
な
く
、
限
定
の
ソ

ッ
ク
ス
や
帽
子
、
本
物
の
ゴ
キ

ブ
リ
や
ゲ
ス
ト
昆
虫
に
出
会
え

る
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
な
ど
も
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
予
約
な
ど
に
関
す
る

詳

細

はbronxzoo.com

を

参
照
す
る
。

今年もやります 
バレンタインに
ゴキブリ命名権 

　

昨
年
4
月
23
日
に
市
内
ハ
ー

レ
ム
で
暴
行
被
害
を
受
け
、
昏

睡
状
態
に
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
在
住
の
ア
ジ
ア
系
移
民
の

無
職
ヤ
オ
・
パ
ン
・
マ
さ
ん

︵
61
歳
︶
の
死
亡
が
12
月
30
日

に
確
認
さ
れ
た
。
１
月
10
日
付

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
が
報
じ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
事
件
当
日
被

害
者
は
西
ハ
ー
レ
ム
地
区
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
缶
を
集
め
た

カ
ー
ト
を
押
し
て
い
た
と
き
に

突
然
背
後
か
ら
何
者
か
に
襲
わ

れ
た
。
何
度
も
頭
を
蹴
ら
れ
、

踏
み
つ
け
ら
れ
る
な
ど
の
暴
行

を
受
け
た
結
果
、
被
害
者
は
脳

内
出
血
な
ど
の
重
傷
を
負
い
入

院
し
た
が
死
亡
し
た
。
市
警
は

憎
悪
犯
罪
被
害
の
男
性
死
亡

Ｎ
Ｙ
で
前
年
比
４
倍
の
発
生

　

古
本
不
動
産
代
表
取
締
役
会

長
の
古
本
武
司
さ
ん
︵
77
︶
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野

内
勘
二
大
使
か
ら
18
日
夕
、
大

使
公
邸
で
在
外
公
館
長
表
彰
を

受
け
た
。
古
本
氏
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
日
系
人
の
強
制

収
容
所
で
生
ま
れ
、
少
年
時
代

を
父
親
の
故
郷
で
あ
る
広
島
市

で
過
ご
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時

に
は
米
軍
兵
と
し
て
出
兵
し
た

経
歴
を
持
つ
。
退
役
後
、
同
氏

は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
地
区
に
お
い
て
不
動

産
会
社
を
立
ち
上
げ
、
以
後
日

系
二
世
の
地
元
の
名
士
と
し
て

日
系
人
の
地
位
向
上
の
た
め
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
広
島
会
会

長
と
し
て
、
ま
た
人
権
活
動
家

と
し
て
の
各
種
活
動
を
通
じ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
及
び
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
日
系

人
社
会
の
地
位
向
上
及
び
日
米

相
互
理
解
の
促
進
、
友
好
親
善

に
寄
与
し
た
こ
と
が
功
績
。　

　

表
彰
式
で
、古
本
さ
ん
は﹁
今

日
、こ
の
場
に
両
親
が
い
た
ら
、

タ
ケ
シ
、
お
前
よ
う
や
っ
た
な

と
広
島
弁
で
褒
め
て
も
ら
え
る

と
思
う
。
父
は
移
民
で
来
米
し

農
業
を
営
ん
だ
。
人
種
差
別
を

乗
り
越
え
今
日
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
日
米
の
橋
渡

し
、
日
本
歴
史
博
物
館
に
も
協

力
し
て
い
き
た
い
。
オ
バ
マ
大

統
領
が
訪
日
し
て
広
島
を
訪
れ

た
と
き
、
私
は
広
島
市
内
の
小

学
校
で
平
和
に
つ
い
て
講
演
を

頼
ま
れ
、児
童
が
発
言
し
た﹃
平

和
と
い
う
の
は
大
人
が
考
え
る

ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
い
。

隣
の
友
人
と
仲
良
く
す
る
こ
と

が
平
和
だ
﹄
と
語
っ
た
言
葉
が

印
象
的
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
平
和
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
﹂
と

挨
拶
し
た
。

古
本
さ
ん
を
表
彰

大
使
公
邸
で
在
外
公
館
長
表
彰
伝
達
式

　

米
自
然
史
博
物
館
は
19
日
、

入
口
前
に
80
年
以
上
前
に
設
置

さ
れ
て
い
た
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
第
26
代
米
国
大
統
領

の
銅
像
を
撤
去
し
た
。 

　

馬
に
乗
っ
た
同
大
統
領
の
向

か
っ
て
右
側
に
ア
フ
リ
カ
系
男

性
、
左
側
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア

メ
リ
カ
ン
が
位
置
す
る
同
銅
像

は
、
米
国
人
彫
刻
家
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ア
ー
ル
・
フ
レ
ー
ザ
ー
氏

の
作
品
で
、
１
９
４
０
年
に
設

置
さ
れ
た
。
し
か
し
白
人
警
官

に
殺
害
さ
れ
た
昨
年
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
フ
ロ
イ
ド
さ
ん
事
件
を
き

っ
か
け
に
人
種
問
題
に
対
す
る

抗
議
運
動
が
全
国
的
に
広
ま

り
、
同
銅
像
に
つ
い
て
は
落
書

き
さ
れ
、
植
民
地
主
義
や
人
種

差
別
を
美
化
し
て
い
る
な
ど
と

い
う
批
判
の
声
が
近
年
高
ま
っ

て
い
た
。
昨
年
６
月
に
は
、
Ｎ

Ｙ
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
委

員
会
が
、
同
銅
像
の
移
転
案

を
可
決
し
た
。
撤
去
作
業
費

２
０
０
万
ド
ル
は
同
博
物
館
と

Ｎ
Ｙ
市
が
負
担
し
、
ノ
ー
ス
ダ

コ
タ
州
メ
ド
ラ
の
セ
オ
ド
ア
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
図
書
館

に
長
期
貸
し
出
さ
れ
る
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
像 

米
自
然
史
博
物
館
か
ら
移
設

Photo: Gary Fong / San Francisco Chronicle via Getty Image

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
図
書
館
は
27
日
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
米
国
に
お

け
る
日
系
強
制
収
容
を
認
め
た

大
統
領
令
９
０
６
６
を
違
憲
判

決
に
導
い
た
日
系
人
、
フ
レ
ッ

ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
︵
１
９
１
９

〜
２
０
０
５
︶
＝
写
真
・
図
書

館
提
供
＝
の
偉
業
を
讃
え
る
パ

ネ
ル
討
論
会
を
開
催
す
る
。
キ

ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
は
同
市
に

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
デ
ー
を

創
設
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
古

本
不
動
産
社
長
の
古
本
武
司
さ

ん
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市

の
代
表
出
席
者
の
ほ
か
佐
藤
貢

司
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
、
地
元

地
域
社
会
を
代
表
し
て
吉
岡
ま

こ
氏
。
当
日
は
、
フ
レ
ッ
ド
・

コ
レ
マ
ツ
氏
の
長
女
で
財
団
創

設
者
の
カ
レ
ン
・
コ
レ
マ
ツ
さ

ん
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
。

　

コ
レ
マ
ツ
氏
は
、
日
系
人
強

制
収
容
の
不
当
性
を
訴
え
た
権

利
擁
護
活
動
家
で
戦
後
、
日
系

人
へ
の
１
人
２
万
ド
ル
補
償
へ

の
道
筋
を
つ
け
た
。
１
９
８
８

年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

文
民
向
け
最
高
位
の
勲
章
﹁
大

統
領
自
由
勲
章
﹂
を
受
章
し
て

い
る
。
２
０
１
０
年
に
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
、
２
０
１
７
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
評
議
会
で

１
月
30
日
を
記
念
日
と
し
て
制

定
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
区
も

20
年
に
東
海
岸
で
二
例
目
と
な

る
記
念
日
が
制
定
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以

降
、
ア
ジ
ア
系
へ
差
別
が
高
ま

っ
た
こ
と
で
、
日
系
人
の
戦
時

中
の
強
制
収
容
が
、
憲
法
の
認

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
討
論
会

27
日
Ｎ
Ｊ
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
図
書
館

ZOOMで

山野内大使（左）から表彰される古本さん。右は妻のキャロルさん

　

外
務
省
国
際
機
関
人
事

セ
ン
タ
ー
は
日
本
時
間
2

月
6
日
︵
日
︶、
2
月
19
日

︵
土
︶
に
﹁
２
０
２
２
年
度

Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
説
明
会
﹂
を
開

催
す
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
制
度

は
国
際
機
関
が
各
国
の
若
手

人
材
を
受
け
入
れ
る
制
度
で

日
本
も
こ
れ
ま
で
１
８
０
０

人
以
上
を
派
遣
し
て
い
る
。

募
集
対
象
は
、
開
発
・
人

権
・
教
育
・
保
健
・
平
和
構

築
・
Ｉ
Ｔ
・
広
報
、
人
事
等

の
分
野
で
活
躍
す
る
35
歳
以

下
の
日
本
人
。
3
月
7
日
ま

で
に
事
前
登
録
と
必
要
書
類

の
提
出
が
必
要
。
説
明
会
で

こ
れ
ら
応
募
の
仕
方
の
詳
細

を
詳
し
く
説
明
す
る
。
加
え

て
、
書
類
作
成
の
コ
ツ
、
ま
た

派
遣
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
も

説
明
す
る
。
国
際
機
関
で
の
勤

務
に
興
味
が
あ
る
日
本
国
外
在

住
の
社
会
人
、
学
生
に
積
極
的

に
呼
び
か
け
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
説
明
会
の
参
加
定

員
は
各
日
３
０
０
人
。
参
加
費

無
料
だ
が
事
前
の
予
約
が
必

要
。
申
し
込
み
、
詳
細
は
外

務
省
人
事
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験　

外

務
省　

国
際
機
関
人
事
セ
ン

タ
ー (https://w

w
w

.m
ofa-

irc.go.jp/jpo/)

︶
ま
た
は
本

紙
20
面
の
広
告
を
参
照
。
問

い

合

わ

せ

は

電

話
。

東

京

０
３
・
５
５
０
１
・
８
２
３
８
、

Ｅ

メ

ー

ルjinji-center@
m

ofa.go.jp

　

外
務
省
国
際
機

関
人
事
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

国連職員への道を開く
JPO 派遣制度説明会

外務省国際機関人事センター

２
月
６
日
と
19
日

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

参
加
者
受
付
中

ジ
ャ
ロ
ッ
ド
・
ポ
ウ
ェ
ル
容
疑

者
︵
49
歳
︶
を
逮
捕
、
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
︵
憎
悪
犯
罪
︶
と
認

定
し
、
殺
人
未
遂
と
２
件
の
暴

行
で
起
訴
し
た
。

　

被
害
者
は
、
市
内
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
シ
ェ
フ
と
し
て
働

い
て
い
た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
職
を
失
っ
た
。
失
業
手

当
が
も
ら
え
ず
、
道
端
に
落
ち

て
い
る
空
き
缶
拾
い
で
生
活
費

を
工
面
し
て
い
た
。
犯
行
動
機

に
つ
い
て
ポ
ウ
ェ
ル
容
疑
者
は

事
件
当
日
の
前
日
、
ア
ジ
ア
人

2
人
に
強
盗
に
遭
い
、
そ
の
1

人
が
マ
氏
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
警
察
は
監
視
カ
メ
ラ
か
ら

事
件
当
日
ま
で
に
2
人
の
接
点

は
な
い
と
し
て
い
る
。
市
警
に

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
に
報
告

さ
れ
た
ア
ジ
ア
人
へ
の
憎
悪
犯

罪
は
１
２
８
件
で
、
昨
年
の
28

件
か
ら
４
倍
に
増
加
し
た
。

め
る
人
権
を
普
遍
的
に
訴
え
て

い
く
反
ア
ジ
ア
差
別
抗
議
活
動

の
成
功
例
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。
視
聴
を
希
望
す
る

人
は
、人
数
制
限
が
あ
る
の
で
、

次
の
リ
ン
ク
か
ら
登
録
。

h
ttps://fortleelib

rary
.

a
ssa

b
e

tin
te

ra
c

tiv
e

.
com

/calen
d

ar/p
an

el-
in

-c
e

le
b

ra
tio

n
-o

f-
fred

-k
o

rem
atsu

-d
ay

-
of-civ

il-lib
erties-th

e-
constitution/

http://www.nyseikatsu.com
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://fortleelibrary
https://fortleelibrary
http://www.iiicareer.com/
mailto:mad906@aol.com
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Ｎ
Ｙ
州
政
府
が
配
布

﹁
有
効
性
に
疑
問
あ
る
﹂

マスク25万枚回収

 ■在NY日本国総領事館=(212)371-
8 2 2 2  ■ N Y 日 本 商 工 会 議 所 ＝
(212)246-8001 ■日本クラブ＝
(212)581-2223 ■NY日系人会
＝(212)840-6942 ■ジェトロ＝
(212)997-0400■ジャパン・ソ

サエティー＝(212 )832 -1155
 ■日米ソーシャル・サービス(JAS
SI)=(212)442-1541 ■日米カウ
ンセリングセンター＝(212)720-
4 5 6 0  ■ 教 育 文 化 交 流 セ ン タ ー
教育相談室＝(914 )305 -2411 
■ ウ ー マ ン カ イ ン ド ＝ D V 日 本
語ホットライン(888)888-7702 

■APICHA＝(866)274-2429 ■乳
がん相談 BCネットワーク＝info@
bcnetwork.org■NY日本人教育
審議会=(914)921-0350■同機関運
営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校(201)405-0888
■NY補習授業校(914)636-3770  
■NJ補習授業校(201)585-0555。

 公共サービス電話番号

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
保
健
局
は

こ
の
ほ
ど
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
対

策
の
た
め
に
学
校
や
図
書
館
な

ど
の
公
共
施
設
に
配
布
し
た
約

５
０
０
万
枚
の
Ｋ
Ｎ
95
マ
ス
ク

の
う
ち
25
万
枚
は
﹁
有
効
性
に

疑
問
が
あ
る
﹂
と
し
て
、
回
収

す
る
と
発
表
し
た
。
回
収
す
る

の
は
モ
ン
ロ
ー
郡
に
配
布
し
た

18
万
枚
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
へ
の

３
万
枚
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
郡
へ
の

３
万
６
０
０
０
枚
。

　

Ｋ
Ｎ
95
マ
ス
ク
は
中
国
が
認

定
し
て
い
る
医
療
用
マ
ス
ク

で
、
米
国
の
基
準
で
認
定
さ
れ

て
い
る
Ｎ
95
同
様
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
し
高
い
遮
断
性
を

持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｄ

Ｃ
︵
米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︶

は
当
初
、
医
療
従
事
者
用
が
不

足
す
る
と
し
て
Ｎ
95
や
Ｋ
Ｎ
95

マ
ス
ク
の
一
般
人
へ
の
使
用
推

奨
を
控
え
て
い
た
が
、
感
染
力

の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
蔓
延

で
一
般
の
人
に
も
推
奨
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し

現
在
、
米
国
で
流
通
し
て
い
る

Ｎ
Ｙ
州
政
府
が
Ｋ
Ｎ
95
と
し
て

配
布
し
、
安
全
性
上
問
題
が
あ

る
と
し
て
回
収
対
象
と
な
っ
た

マ
ス
ク
。
透
け
て
見
え
る
ほ
ど

薄
く
、
形
状
も
本
物
と
異
な
る
。

Ｋ
Ｎ
95
は
偽
物
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
よ
れ
ば
約
60

％
が
基
準
を
満
た
さ
な
い
不
良

品
だ
と
い
う
。

　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ

Ｄ
Ｃ
︶
は
1
月
14
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一

環
で
あ
る
マ
ス
ク
と
呼
吸
器
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
、
マ
ス
ク
ま
た
は
呼
吸
器

の
着
用
は
感
染
防
止
の
上
で
非

常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
述
べ
た
。
加
え
て
、
重
度

の
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
看

護
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
混
雑

し
た
公
共
交
通
機
関
を
長
時
間

使
用
す
る
な
ど
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
状
況
に
お
い
て
は
、
保
護

力
の
高
い
マ
ス
ク
と
呼
吸
器
の

着
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
と
呼
吸
器
は
種
類
と

使
い
方
に
よ
り
保
護
力
の
レ
ベ

ル
が
異
な
り
、
国
立
労
働
安
全

衛
生
研
究
所(

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ)

の
承
認
を
得
た
も
の
を
、
顔
に

正
し
く
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
て
着
用

す
る
と
最
高
レ
ベ
ル
の
保
護
力

を
発
揮
す
る
。
Ｎ
95
の
呼
吸
器

は
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
の
承
認
を
得
て

お
り
、
正
し
く
着
用
し
た
場
合

の
保
護
力
は
最
も
高
い
。

　

続
い
て
外
科
手
術
用
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
と
Ｋ
Ｎ
95
、
そ
の

次
に
層
状
の
細
か
く
織
ら
れ
た

製
品
。
緩
く
織
ら
れ
た
布
製
品

の
マ
ス
ク
は
最
も
保
護
力
が
小

さ
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
上
に
着
用
し

て
保
護
力
を
高
め
る
こ
と
は
可

能
だ
。
2
歳
以
下
の
子
供
に
マ

ス
ク
、
呼
吸
器
の
使
用
は
未
だ

に
推
奨
さ
れ
て
い
な
い
。
マ
ス

ク
、
呼
吸
器
の
使
い
方
、
品
質

基
準
等
の
詳
細
は
次
の
通
り
。

h
ttps://w

w
w

.cdc.g
ov

/
coronavirus/2019-ncov/
prev

en
t-g

ettin
g

-sick
/

types-of-m
asks.htm

l

マスク最強は N95
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
刷
新

外
科
手
術
用
や
Ｋ
Ｎ
95
も
合
格

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ハ
ー
レ
ム

で
22
日
、
家
庭
内
暴
力
の
通
報

を
受
け
て
駆
け
つ
け
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
警
の
警
察
官
が
銃
で

撃
た
れ
、
１
人
が
死
亡
、
別
の

警
察
官
も
25
日
死
亡
し
た
。
容

疑
者
も
撃
た
れ
た
二
人
と
は
別

の
警
察
官
か
ら
撃
た
れ
24
日
に

死
亡
し
た
。

　

事
件
が
起
き
た
の
は
１
３
５

丁
目
、
西
１
１
９
番
地
の
ア
パ

ー
ト
。
午
後
６
時
15
分
頃
、
息

子
と
喧
嘩
に
な
っ
た
の
で
来
て

ほ
し
い
と
母
親
か
ら
通
報
が
あ

り
、
３
人
の
警
察
官
が
駆
け
つ

け
た
。
母
親
が
寝
室
に
い
る
息

子
に
出
て
く
る
よ
う
呼
び
か
け

た
が
応
答
が
な
か
っ
た
た
め
、

警
察
官
が
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
突
然
ド
ア
が
開
き
警
告
な

く
発
砲
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
リ
ベ
ラ
巡
査

︵
22
︶
が
死
亡
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
ト
・

モ
ラ
巡
査
︵
27
︶
も
25
日
死
亡

し
た
。
男
は
逃
走
し
よ
う
と
し

た
が
別
の
も
う
一
人
の
警
察
官

に
よ
り
頭
と
腕
を
撃
た
れ
、
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
が
24
日
死
亡

し
た
。
男
は
ラ
シ
ョ
ー
ン
・
マ

ク
ニ
ー
ル
容
疑
者
︵
47
︶
で
、

こ
れ
ま
で
薬
物
や
武
器
の
不
法

所
持
な
ど
で
５
回
の
逮
捕
歴
が

あ
っ
た
。
使
わ
れ
た
拳
銃
は
グ

ロ
ッ
ク
45
で
、
最
大
40
発
入
る

追
加
弾
倉
を
装
着
し
て
い
た
。

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
で
盗
ま
れ
た
銃

だ
っ
た
。
マ
ク
ニ
ー
ル
容
疑
者

は
さ
さ
い
な
こ
と
で
母
親
と
諍

い
が
絶
え
ず
、
こ
の
日
は
母
親

が
容
疑
者
の
片
目
が
見
え
な
い

こ
と
を
非
難
し
た
こ
と
が
喧
嘩

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

母
親
は
11
月
に
手
術
を
受
け
て

お
り
そ
の
回
復
を
助
け
て
も
ら

う
た
め
に
息
子
を
Ｎ
Ｙ
に
呼
び

寄
せ
た
。
母
親
は
か
つ
て
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
に
容
疑
者
を
訪
ね
た

際
、
容
疑
者
が
銃
を
所
持
し
て

い
る
の
を
見
て
い
た
た
め
、
Ｎ

Ｙ
に
引
っ
越
し
て
く
る
際
に
銃

を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
と
忠

告
し
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
１
月

９
日
に
イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ
ム
に

あ
る
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
で
女
性

従
業
員
︵
19
︶
が
強
盗
に
銃
で

撃
た
れ
死
亡
、
19
日
に
は
ブ
ロ

ン
ク
ス
で
生
後
11
か
月
の
女
児

が
流
れ
弾
で
負
傷
す
る
な
ど
銃

が
使
わ
れ
た
痛
ま
し
い
犯
罪
が

立
て
続
け
に
起
き
て
い
る
。
警

察
官
に
対
し
て
も
、
１
月
１
日

に
イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ
ム
で
車
の

中
で
休
ん
で
い
た
警
察
官
が
銃

撃
さ
れ
負
傷
、
18
日
に
は
ブ
ロ

ン
ク
ス
で
少
年
が
警
察
官
に
発

砲
し
負
傷
さ
せ
る
事
件
が
、
20

日
に
は
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

で
麻
薬
捜
査
で
家
宅
捜
査
中
に

刑
事
が
撃
た
れ
負
傷
す
る
事

件
が
起
き
た
。
こ
れ
で
今
年

に
入
り
６
人
の
警
察
官
が
死

傷
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、

マ
フ
ィ
ア
が
隆
盛
を
誇
っ
た

１
９
７
０
年
代
の
﹁
フ
ィ
ア
ー

シ
テ
ィ
︵
恐
怖
の
街
︶﹂
の
よ

う
な
無
法
と
絶
望
の
状
態
に
戻

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
と
懸
念
す

る
声
す
ら
出
始
め
て
い
る
。
エ

リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
22

日
、
銃
に
よ
る
犯
罪
を
抑
止
す

る
た
め
の
新
し
い
計
画
を
発
表

す
る
と
表
明
し
た
。

警
官
２
人
が
死
亡

ハーレム

通
報
に
駆
け
つ
け
撃
た
れ
る

https://www.cdc.gov/
https://www.cdc.gov/
https://www.cdc.gov/
https://www.cdc.gov/
https://www.maxjob.com/
http://jweeklyusa.com
mailto:info@jaany.org
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
全
米
で
急
増
し
て
お
り
ま

す
。
短
期
出
張
や
旅
行
で
ビ
ザ

無
し
の
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
米
国
入
国

し
て
、
90
日
間
の
滞
在
期
限
間

近
に
米
国
を
出
国
す
る
た
め
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ

陽
性
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
た

場
合
、
米
国
を
出
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
通
常
は
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

で
90
日
以
上
米
国
に
滞
在
し
た

場
合
不
法
滞
在
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
不
法
滞
在
を

し
た
場
合
、
次
に
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で

入
国
す
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
た
だ

し
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
下
で
米
国
国
土
安
全
保
障
省

は
、
30
日
の
滞
在
延
長
措
置
を

２
０
２
０
年
４
月
17
日
に
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
税
関
・

国

境

警

備

局E
m

ergency 
Forgiveness (

緊
急
容
赦)

依
頼
を
出
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば

30
日
間
延
長
が
で
き
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
30
日
間
に
病

状
が
良
く
な
ら
な
か
っ
た
場

合
、
２
度
目
の
30
日
間
延
長
依

頼
を
出
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
米
国
国

土
安
全
保
障
省
管
轄
税
関
・
国

境
警
備
局
は
次
の
通
り
。
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ま
ず
事
前
に
電
話
を
か

け
て
状
況
を
説
明
し
て
く

だ

さ

い
。

電

話

番

号

は
、

７
１
８
・
５
５
３
・
３
６
８
３
で

す
。
ま
た
は
、
米
国
移
民
局
の

サ

イ

ト
︵U

SC
IS C

ontact 
C

en
ter h

ttps://w
w

w
.

uscis.gov/contactcenter

︶

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
米
国
移
民
局

に
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
に
せ
よ
税
関
・
国
境

警
備
局
に
出
向
く
に
は
コ
ロ
ナ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
か
ら
２
週
間
た
っ

て
陰
性
に
な
っ
て
か
ら
で
な
い

と
行
け
ま
せ
ん
の
で
、
緊
急
の

場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
電
話
で

連
絡
を
し
て
代
理
人
に
依
頼
す

る
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
は
な
く

米
国
で
短
期
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
公
演
で
米
国

に
Ｏ
や
Ｐ
な
ど
の
ビ
ザ
で
来

て
、
帰
国
間
際
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
テ
ス

ト
で
陽
性
と
い
う
検
査
結
果
が

出
て
滞
在
期
限
後
の
10
日
間
の

グ
レ
ー
ス
・
ピ
リ
オ
ド
期
間
内

に
回
復
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
滞
在
期
限
前
に
Ｏ

や
Ｐ
ビ
ザ
を
申
請
し
た
申
請
者

か
ら
ビ
ザ
延
長
申
請
を
す
る

か
、
Ｂ-

２
ビ
ザ
申
請
を
米
国

内
の
移
民
局
に
提
出
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
米
国
に
滞
在
で
き
ま

す
。
Ｏ
や
Ｐ
ビ
ザ
の
申
請
に
は

だ
い
た
い
２
か
月
申
請
に
か
か

り
、
Ｂ-
２
ビ
ザ
の
方
は
、
８

か
月
ぐ
ら
い
審
査
に
か
か
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
米
国
を

出
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
に
移
民
局
か
ら
米
国
を

出
国
し
た
の
で
却
下
と
い
う
知

ら
せ
を
受
け
取
っ
て
も
、
次
の

ビ
ザ
申
請
お
よ
び
入
国
に
問
題

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｂ-

２
ビ
ザ
申
請
に
はI-539 

と
い
う
書
類
と
４
５
５
ド
ル
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
ま
た
は
紙

に
記
入
の
上
、
小
切
手
を
移
民

局
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
送

付
先
な
ど
の
詳
細
は
次
の
移
民

局
サ
イ
ト
︵https://w

w
w

.
uscis.gov/i-539

︶
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
帰
国
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

　

私
た
ち
は
、
研
究
者
、
大
学

教
員
、
政
策
決
定
に
携
わ
る
実

務
家
な
ど
の
立
場
で
、
国
際
交

流
の
橋
渡
し
役
と
し
て
日
本
の

国
内
外
に
お
い
て
国
際
関
係
及

び
次
世
代
の
日
本
専
門
家
育
成

に
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
通

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
立
場
か
ら
、
日
本
政
府
の

外
国
人
に
対
す
る
厳
し
い
入
国

制
限
に
対
し
深
刻
な
懸
念
を
表

明
す
る
た
め
、
本
書
簡
を
提
出

し
ま
す
。
日
本
の
現
在
の
水
際

対
策
の
も
と
で
は
、
在
留
資
格

を
持
た
な
い
外
国
人
は
、
た
と

え
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
査
に
よ

る
陰
性
証
明
が
な
さ
れ
、
隔
離

に
応
じ
る
意
思
を
持
ち
、
そ
の

他
全
て
の
公
衆
衛
生
上
必
要
な

手
順
に
従
っ
た
と
し
て
も
、
留

学
、
就
労
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
研
究

活
動
、
家
族
訪
問
を
含
む
い
か

な
る
目
的
で
の
入
国
も
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

国
境
閉
鎖
措
置
は
、
国
際
社
会

と
の
関
係
に
悪
い
影
響
を
与
え

て
日
本
の
国
益
を
毀
損
し
て
お

り
、
観
光
目
的
以
外
で
の
外
国

人
入
国
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
一

刻
も
早
く
こ
の
政
策
を
変
更
す

る
よ
う
求
め
ま
す
。 

　

先
日
、
故
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉

教
授
の
追
悼
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
教

授
は
、
日
本
研
究
者
と
し
て
、

ま
た
米
国
政
府
の
対
日
政
策
に

影
響
を
与
え
る
立
場
か
ら
、
数

世
代
に
亘
り
日
本
専
門
家
の
育

成
や
日
米
関
係
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏

は
、
人
と
人
と
の
関
係
を
築
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
一
貫
し
て
強
調

し
、
ご
自
身
も
生
涯
キ
ャ
リ
ア

を
通
し
て
頻
繁
に
日
本
を
訪
問

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
過
去
２
年
間
、
こ
の
よ
う
な

人
と
人
と
の
関
係
作
り
は
実
質

的
に
一
時
停
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

　

昨
秋
以
来
、
欧
州
や
韓
国
に

は
留
学
で
き
て
も
日
本
に
は
留

学
で
き
な
い
た
め
、
北
米
の
大

学
生
は
留
学
先
を
変
更
す
る
だ

け
で
は
な
く
専
攻
や
語
学
の
選

択
も
変
更
し
始
め
ま
し
た
。
大

学
院
生
の
間
で
は
日
本
を
研
究

の
一
環
と
す
る
こ
と
を
諦
め
、

外
国
人
研
究
者
の
入
国
が
認
め

ら
れ
て
い
る
国
の
研
究
に
切
り

替
え
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
今
後
の
人
生
を
左
右
す

る
決
断
で
あ
り
、
長
期
的
な
影

響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　

２
０
１
２
年
、
当
時
の
安
倍

総
理
と
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
２

国
間
の
学
生
交
流
を
倍
増
す
る

と
い
う
目
標
に
合
意
し
、
様
々

な
指
標
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
時
点
で
目
標
は
ほ
ぼ
達
成

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
目
標

達
成
に
向
け
、
日
米
両
国
の
政

府
機
関
や
民
間
団
体
が
多
大
な

資
源
を
投
じ
、
多
く
の
方
々

が
多
大
な
努
力
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
日
本
の
国
境
閉
鎖
措
置

に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
労
苦
が
水

泡
に
帰
す
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。 

　

近
年
、
日
本
は
﹁
自
由
で
開

か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
︵Free 

and O
pen Indo-Pacific

︶
﹂

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
国

際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念
は
﹁
開
放

性
︵O

penness

︶﹂
で
あ
り
、

自
由
貿
易
や
海
外
直
接
投
資
な

ど
の
経
済
政
策
の
分
野
で
こ
の

理
念
を
体
現
す
る
政
策
を
実
行

す
る
こ
と
で
日
本
は
国
際
社
会

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
行
の
厳
し
い
国

境
閉
鎖
措
置
は
こ
の
外
交
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
に
相
反
す
る
も
の

で
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
た

ろ
う
と
す
る
日
本
の
国
益
を
損

ね
か
ね
な
い
と
憂
慮
し
ま
す
。 

自
国
民
を
守
る
と
い
う
趣
旨
は

理
解
し
ま
す
が
、
日
本
の
現
在

の
政
策
は
公
衆
衛
生
で
は
な
く

国
籍
を
強
調
す
る
も
の
で
す
。

日
本
国
民
は
観
光
目
的
の
海
外

渡
航
す
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
外
国
籍
の
人
々
は
日
本
に

い
る
家
族
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

キ
ャ
リ
ア
や
留
学
先
と
い
っ
た

将
来
設
計
の
変
更
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
日
本
が
国
境
を
完

全
に
開
放
す
る
こ
と
、
外
国
人

に
緩
い
入
国
条
件
を
設
定
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
観
光
客
に
門

戸
を
開
く
こ
と
を
唱
導
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
者
や
留
学
生
は
観
光
客
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
関
心
を

持
ち
、
日
本
を
理
解
し
よ
う
と

努
め
、
日
本
社
会
に
貢
献
す
る

た
め
に
多
大
な
時
間
と
労
力
を

費
や
し
て
き
た
人
た
ち
で
す
。

今
後
日
本
と
世
界
の
橋
渡
し
役

を
務
め
る
人
た
ち
で
す
。将
来
、

政
府
の
政
策
決
定
、ビ
ジ
ネ
ス
、

教
育
の
場
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
人
た
ち
で
す
。日
米
同
盟
、

そ
し
て
日
本
の
根
本
的
な
国
益

を
支
え
る
様
々
な
国
際
協
力
活

動
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
こ
う

い
っ
た
人
た
ち
で
す
。 

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
か
ら
２

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
後
も

新
た
な
変
異
種
が
定
期
的
に
出

現
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
変
異
種
発
生
の
た

び
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

断
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
日
本

の
長
期
的
な
国
益
に
と
っ
て
現

実
的
な
戦
略
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
こ
の
２
年
間
、
各
国
は
厳

格
な
国
境
の
出
入
国
管
理
を
導

入
す
る
一
方
、
安
全
な
入
国
を

可
能
と
す
る
た
め
の
効
果
的
な

入
国
制
限
と
水
際
対
策
を
模
索

し
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
義
務
付
け
た
上
で
の
外
国

人
受
け
入
れ
は
、
日
本
の
国
益

に
も
資
す
る
と
確
信
し
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
日
本
の
国
際

協
力
に
貢
献
し
て
い
く
人
た
ち

の
入
国
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
、

日
本
政
府
に
入
国
制
限
と
水
際

対
策
の
早
期
緩
和
を
強
く
要
望

し
ま
す
。 

　

本
書
簡
の
内
容
は
、
日
米
次

世
代
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
テ
レ

ク
チ
ュ
ア
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
日
米
友

好
基
金
、
日
米
交
流
財
団
の
理

事
一
同
、
国
際
交
流
基
金
の
米

国
側
諮
問
委
員
会
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｎ
Ｙ
︶、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
米
協
会
を

含
む
団
体
の
支
持
を
得
て
い
ま

す
。
本
書
簡
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

回
覧
さ
れ
、
賛
同
者
に
は
自
ら

名
前
を
追
加
し
て
も
ら
い
、
署

名
を
集
め
ま
し
た
。
所
属
先
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
署
名

者
は
所
属
先
を
代
表
す
る
立
場

で
は
な
く
、
個
人
の
立
場
で
署

名
し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
２

年
1
月
18
日  

署
名
者
一
同

(

原
文
ま
ま
、
１
面
に
記
事
︶

米
加
の
日
本
研
究
者
が
日
本
政
府
に
嘆
願
書

  
日
本
国 

内
閣
総
理
大
臣
　
岸
田
文
雄
殿

﹁
留
学
生
入
国
さ
せ
て
﹂

https://www
https://www
https://www
https://www
tel:9175773969
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://myriverside.net/home
http://www.rostamilaw.com
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　ウクライナをめぐる米露の対立、人権問題や台湾をめぐる米中のせめぎあい、２０２２年に

入り国際的な緊張がますます高まっています。その報道の中で、Whataboutism という言葉

をよく目にします。　Whataboutism とは、相手の質問に対して直接答える代わりに、”What 

about・・・？” つまり「それなら、あれはどうなのか？」という反論をして、論理をすり替える Ism ( やり方）

のことです。

　　中国の高官が、新疆での人権問題をアメリカの外交官に批判された時、それではアメリカでの人種差別はどう

なのかと反論しました。　アメリカのメディアによれば、ロシアのプーチン大統領は、Whataboutism の名手で、

記者会見でのロシア批判に対しては、論点をずらしたり関係ない事柄を持ち出して、巧みな弁解と反撃を展開する

そうです。

　Whataboutism はもともと英国で生まれた言葉ですが、最近は分断されたアメリカ国内でひんぱんに使われる

表現となったのは、非常に残念なことです。　国と国、または個人同士の対立の中、批判をそらさず、堂々とした

反論で賢明な合意・妥協を達成する姿勢を示してほしいですね。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Whataboutism
「あれは、どうなの？」式反論

 米 語
Watch

 【219】

評
価
制
度
を
止
め
た
企
業
は
ど
う
な
っ
た
か
？

クイック USA

76

　

8
年
前
頃
か
らA

dobe

、

D
eloitte

、 

Ｇ
Ｅ
と
い
っ
た
大

企
業
か
ら
始
ま
っ
た
﹁
評
価
制

度
﹂
の
廃
止
。
大
企
業
か
ら
始

ま
り
、
少
し
ず
つ
中
小
企
業
に

も
そ
の
動
き
は
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
弊
社
に
も
﹁
ま
だ
評
価

制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
導
入
し
た
い
の

で
す
が
…
﹂
と
い
う
相
談
が
来

る
が
、
実
は
﹁
評
価
制
度
を
止

め
て
い
く
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
の

で
す
よ
﹂
と
説
明
を
す
る
と
多

く
の
企
業
さ
ん
が
﹁
い
い
え
、

う
ち
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
い
っ
て

い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
評
価
制

度
を
導
入
し
た
い
の
で
す
﹂
と

主
張
さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
が
現
実
だ
。

■
評
価
制
度
を
止
め
て
何
を
行

っ
て
い
る
の
か
？

　

評
価
制
度
を
止
め
た
企
業
は

ど
の
よ
う
に
上
司
が
部
下
と
向

き
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

年
に
1
回
の
業
績
評
価
を
止

め
て
、
よ
り
頻
繁
な
上
司
と
部

下
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
よ
り
多

く
の
目
標
設
定
︵
少
な
い
目
標

を
短
期
間
に
ク
リ
ア
し
て
い
く

方
法
︶、
お
よ
び
継
続
的
な
対

話
に
よ
る
、
よ
り
非
公
式
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

具
体
的
に
導
入
し
て
い
る
企

業
で
は
、
年
に
1
回
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
代
わ
り
に
上
司
は
部

下
に
対
し
て
﹁
仕
事
の
期
待
、

進
歩
、
発
展
に
つ
い
て
よ
り
頻

繁
で
意
味
の
あ
る
会
話
を
す

る
﹂
よ
う
に
Ｈ
Ｒ
が
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
る
よ
う
だ
。
実
際
に

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
向
上
し
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

 

■
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
コ
ー
チ
と

し
て
部
下
に
接
す
る

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
コ
ー
チ
と

同
じ
よ
う
に
客
観
的
か
つ
主
観

的
な
観
点
か
ら
部
下
を
見
る
必

要
が
あ
る
。
頻
繁
に
行
わ
れ
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
、
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
従
業
員
が
得
意
な
こ

　

日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は
３

月
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発

表
し
た
。
３
月
の
赴
任
・
帰
任

な
ど
に
よ
る
東
京
以
外
の
都
市

に
発
着
す
る
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
向
け
、
関
西
〜
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
線
を
再
開
す
る
ほ
か
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
〜
関
西
線
を
週

２
便
に
増
便
。
ま
た
、
ダ
ラ
ス

〜
中
部
線
に
て
３
月
５
日
と
12

日
に
臨
時
便
を
運
航
す
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
Ｊ
Ｆ
Ｋ
︶
路
線

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通

り
。
羽
田
発
︵
０
０
６
便
︶
は
月
・

火
・
木
・
土
曜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
発
︵
０
０
５
便
︶
も
月
・
火
・

木
・
土
曜
。
成
田
発
︵
８
０
０
６

便
︶
は
水
・
金
・
日
曜
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
発
︵
８
０
０
５
便
︶

も
水
・
金
・
日
曜
に
運
行
す
る
。

　

ま
た
、
北
米
発
日
本
行
き
﹁
超

過
手
荷
物
無
料
お
預
か
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
は
、
４
月
30
日
ま

で
延
長
し
て
い
る
。
通
常
の
手

荷
物
許
容
量
と
同
じ
重
量
お
よ

び
サ
イ
ズ
の
超
過
手
荷
物
を
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
は
１
個
ま

で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
、

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
、
フ
ァ
ー
ス

ト
ク
ラ
ス
は
２
個
ま
で
無
料
で

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
3
月
の
運
行

ロ
ス
・
関
空
便
２
倍
に

パ
イ
ソ
ン
無
料
体
験

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ク
イ
ッ
ク

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
２

月
16
日
︵
水
︶
午
後
８
時
と

９
時
か
ら
の
２
回
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
パ
イ
ソ
ン

︵Python

︶
初
心
者
の
方
の
た

め
の
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
ク

ラ
ス
を
開
催
す
る
。

　

2
月
28
日
か
ら
開
始
す
る
パ

イ
ソ
ン
の
本
コ
ー
ス
の
前
に
、

実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体

験
し
、
疑
問
や
質
問
に
答
え
る

も
の
。
パ
イ
ソ
ン
の
説
明
、
基

本
操
作
、 
各
種
ク
ラ
ス
の
紹
介

と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。
講

師

はV
illagew

ell LLC

の

村
井
功
氏
。W

indow
s

を
使

っ
て
い
る
人
対
象
。
誰
で
も
参

加
可
能
。定
員
は
各
先
着
20
人
。

　

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
、
氏
名
︵
ロ

ー
マ
字
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︶、
住

所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
希
望
の
コ
ー
ス
︵
８
時

が
Ａ
コ
ー
ス
、
９
時
が
Ｂ
コ
ー

ス
︶
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー
ル

quick@
919usa.com

ま
で
。

と
、
彼
ら
が
気
に
か
け
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
の
目
標
と

夢
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
必
要

だ
ろ
う
。
部
下
と
接
す
る
時
に

長
期
的
で
頻
繁
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
関
係
を
築
け

と
い
う
こ
と
だ
。

　

頻
繁
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

﹁
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
﹂
と
呼
ぶ
会

社
も
あ
る
が
、
あ
る
企
業
で
は

２
〜
４
週
間
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
あ
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
5

人
の
部
下
を
も
っ
て
い
て
、
年

初
に
ま
ず
は
目
標
を
立
て
る
。

そ
し
て
２
〜
４
週
間
ご
と
に
頻

繁
に
﹁
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
﹂
を
行

う
。

　

通
常
30
分
で
行
う
頻
繁
な
会

議
﹁
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
﹂
は
、
そ

れ
ら
の
目
標
と
目
的
に
基
づ
い

て
、
何
が
う
ま
く
い
っ
て
い
て

何
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
を
議

論
す
る
た
め
の
時
間
と
な
る
。

上
司
と
部
下
は
一
緒
に
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
機
会
を

創
る
。

　

そ
し
て
、
よ
り
頻
繁
な
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
は
双
方
向
の
方
法
で

あ
り
、
従
業
員
は
上
司
と
会
社

全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与

え
る
こ
と
も
で
き
る
と
言
う
。

山
口 

憲
和 

Philosophy LLC  

代
表
　

www.919usa.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
映
画
館

で
、
映
画
を
見
な
が
ら
座
席

で
ビ
ー
ル
や
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン

を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
州

酒

局
︵T

he State 
L

iqu
or A

u
thority 

unanim
ously 

︶

は

19
日
、
全
米
劇
場
所
有

者
協
会
︵
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
︶

が
求
め
て
い
た
酒
類
ラ
イ
セ
ン

ス
の
申
請
を
許
可
す
る
要
求
を

満
場
一
致
で
承
認
し
た
。
こ
の

決
定
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク

オ
モ
前
知
事
が
長
い
間
支
持
し

て
い
た
映
画
館
で
の
ア
ル
コ
ー

ル
を
め
ぐ
る
長
年

に
わ
た
る
戦
い
に

終
止
符
を
打
っ
た

こ
と
に
な
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き

か
ら
、
実
際
に
映

画
館
で
ビ
ー
ル
や

ワ
イ
ン
の
提
供
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
に
は
数
週
間
か
ら
数
か
月

を
要
す
る
と
さ
れ
る
。

映画館で
ビールや
ワインも

サラ・ペイリンさん

接種なしでＮＹ店内飲食

　 元 ア ラ ス カ 州 知 事 で
2008 年に副大統領候補に
なったサラ・ペイリンさん
が、ワクチン接種をしない
でニューヨーク市内の高級
レストランで店内飲食して
いたことが 25 日明らかに
なった。同日付ニューヨー
クタイムズ紙が報じた。そ
れによると、ペイリンさん
は今月 22 日の土曜夜、ア
ッパーイーストサイド２番
街 84 丁目にあるイタリア
料理店「エリオス」で知人
と会食した際、店がペイリ
ンさんにワクチン接種の確
認を怠った。店側は、最初
に接種証明を見せた常連客
は２回目からは確認してお
らず、常連と来たので席に
通してしまったとミスを認
めている。ペイリンさんは
週明けの月曜日にＰＣＲ検
査で陽性が確認され、コロ
ナウイルスに感染していた
ことが分かった。ペイリン
さんは 24 日に開廷される
予定だった NY タイムズ紙
との名誉毀損訴訟の裁判で
NY 市を訪れていた。

mailto:quick@919usa.com
mailto:quick@919usa.com
mailto:quick@919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
https://www.hondag.com
https://gammalaw.com/ja/
https://hls-global.com
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21

ア
ス
パ
ラ
・
ク
リ
ミ
ニ
・

ベ
ー
コ
ン
の
酒
蒸
し

エ
ビ
と
帆
立
の
酒
蒸
し
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
風
味

キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
ラ
ペ

材料

アスパラガス ............... 5、6 本

クリミニマッシュルーム 3,4 個

ベーコン ...............100g くらい

酒 ......................................50cc
醤油 ....................................5cc
メイプルシロップ  小さじ .. 1/2

材料

にんじん .......... 100g
ガーリック .ひとかけ

サラダ油 .....小さじ 2
酢 ................小さじ 2
砂糖 ..................... 5g
塩 ......................... 5g
ディルウィード

材料

剥きエビ

帆立 ( 貝類なんでも )
ローズマリー .....2 本

酒

ワインビネガー

バター

醤油　

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も
ク
リ
ミ
ニ

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
も
独
特
の
風

味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
酒
と

醤
油
と
豚
の
脂
と
混
じ
り
合
う

と
ご
飯
に
も
ビ
ー
ル
に
も
合
う

ん
で
す
。

︻
作
り
方
︼

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
根
元
の
方

は
皮
を
剥
く
。
ク
リ
ミ
ニ
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
は
ス
ラ
イ
ス
す

る
。
ベ
ー
コ
ン
を
油
を
ひ
か
ず

に
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
。
ベ
ー

コ
ン
の
脂
が
出
て
き
た
ら
ア
ス

　

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
っ
て
醤
油
に

合
う
ん
で
す
。
帆
立
は
ひ
っ
く

り
返
さ
ず
に
醤
油
で
色
が
染
ま

ら
な
い
よ
う
に
。

︻
作
り
方
︼

　

エ
ビ
は
殻
を
む
き
腸
を
と
る

バ
タ
ー
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
溶
か

し
エ
ビ
、
帆
立
を
並
べ
火
を
入

れ
る
。

　

片
面
に
火
が
通
っ
て
き
た
ら

残
り
の
材
料
を
全
部
入
れ
て
蓋

を
す
る
。

　

エ
ビ
、
帆
立
に
火
が
入
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

帆
立
が
生
食
用
で
あ
っ
た
ら
帆

立
だ
け
先
に
取
り
出
し
て
ミ
デ

ィ
ア
ム
で
仕
上
げ
る
。

　

お
正
月
の
な
ま
す
に
ガ
ー
リ

ッ
ク
と
オ
イ
ル
を
入
れ
た
ら
ア

ジ
ア
ン
。
そ
こ
に
ジ
ル
を
振
っ

　

２
０
０
４
年
に
１
号
店

B
ozu 

を
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
バ
ー

グ
に
出
し
て
か
ら
18
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
頃
は
ま
だ
か
な
り

物
騒
な
場
所
で
、
友
人
を
招
い

て
も
怖
が
っ
て
来
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
場
所
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
場
所
な
り

の
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。﹁food is 

風
土
﹂
を
モ

ッ
ト
ー
に
調
味
料
以
外
は
地
元

に
あ
る
も
の
を
中
心
に
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
ま
し
た
。

﹁food is 

風
土
﹂

た
ら
な
ん
と
な
く
イ
タ
リ
ア
ン

︻
作
り
方
︼

　

に
ん
じ
ん
を
千
切
り
に
す

鈴木誠さん Bozu
296 Grand St, 

Brooklyn NY 11211
Tel: (718) 384-7770

www.bozubrooklyn.com

る
。
塩
を
ま
ぶ
し
汁
が
出
て
く

る
ま
で
軽
く
揉
む
。
に
ん
じ
ん

の
汁
が
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
な
る

の
で
捨
て
な
い
。

　

ガ
ー
リ
ッ
ク
を
ス
ラ
イ
ス

し
、
分
量
の
油
と
一
緒
に
火
に

か
け
る
。
ガ
ー
リ
ッ
ク
が
う
っ

す
ら
焦
げ
て
き
た
ら
火
か
ら
下

ろ
し
濡
れ
タ
オ
ル
の
上
に
乗
せ

粗
熱
を
と
る
。

　

塩
で
揉
ん
だ
ニ
ン
ジ
ン
に
ガ

ー
リ
ッ
ク
オ
イ
ル
と
砂
糖
、
米

酢
を
和
え
る
。
冷
蔵
庫
で
冷
や

し
、
食
べ
る
前
に
デ
ィ
ル
ウ
ィ

ー
ド
を
か
け
る
。

パ
ラ
ガ
ス
と
ク
リ
ミ
ニ
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
を
入
れ
軽
く
炒
め

る
。
酒
、
醤
油
、
メ
ー
プ
ル
シ

ロ
ッ
プ
を
入
れ
蓋
を
し
蒸
す
。

http://www.bozubrooklyn.com
https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

６

２
０
２
２
年
始
動
！ 

Ｎ
Ｙ
新
市
長
に
元
市
警
の
ア
ダ
ム
ズ
氏
。

市
議
会
は
女
性
議
員
が
過
半
数
︵
人
権
ジ
ェ
ン
ダ
ー
焦
点
︶

●
新
市
長
３
つ
の
課
題
﹁
人
権

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
﹂
﹁
公
共
の

安
全
と
治
安
改
善
﹂
﹁
Ｎ
Ｙ
市

警
組
織
改
革
﹂

　

民
主
党
員
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ

ム
ズ
氏
は
、
２
０
２
１
年
11
月

３
日
の
Ｎ
Ｙ
市
長
選
挙
で
当

選
。
史
上
２
人
目
の
黒
人
市

長
︵
第
１
１
０
代
目
︶
で
22
年

１
月
１
日
に
就
任
し
た
。
同
氏

は
元
Ｎ
Ｙ
警
部
で
人
種
差
別
に

正
義
感
が
あ
り
新
市
長
に
相
応

し
い
と
有
権
者
の
支
持
を
集
め

た
。
特
に
多
様
性
に
富
む
次
世

代
層
か
ら
の
支
持
が
高
い
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

で
失
業
者
が
増
え
治
安
が
悪

化
。
ア
ジ
ア
人
を
狙
っ
た
犯
罪

無
視
で
き
な
い
社
会
現
象
で
あ

る
。
新
市
長
は
治
安
改
善
と
人

種
差
別
の
解
決
を
優
先
課
題
と

し
て
い
る
。

●
Ｎ
Ｙ
市
議
会
、
女
性
が
51
議

席
中
31
議
席
を
占
め
史
上
初

　

市
の
歴
史
上
、
初
め
て
51
議

席
中
31
議
席
を
女
性
議
員
が
占

め
た
。
理
由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

で
労
働
者
階
級
の
有
色
人
種
が

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
特
に

女
性
の
失
業
率
増
に
影
響
し
貧

困
格
差
が
広
が
っ
た
こ
と
、
選

択
投
票
制
度
で
女
性
の
立
候
補

者
が
増
え
た
こ
と
、
一
般
の
有

権
者
意
識
も
議
会
に
影
響
を
与

え
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な

り
、
歴
史
的
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
︵
多
様
性
︶
を
も
つ
女
性
過

半
数
の
新
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

31
人
の
女
性
議
員
は
、
例
え

ば
議
会
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
つ

い
て
﹁
標
識
を
つ
け
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
呼
べ
ば

い
い
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
引
き

継
ぐ
だ
け
﹂
と
提
案
し
﹁
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
へ
の
意
識
は
簡
単

な
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
最
終
的

に
は
Ｎ
Ｙ
が
今
ま
で
に
な
い
平

等
に
満
ち
た
街
に
す
る
﹂
と
述

べ
た
。

　

22
年
の
Ｎ
Ｙ
新
市
長
と
Ｎ
Ｙ

市
議
会
へ
の
市
民
か
ら
の
期
待

は
高
く
、
人
権
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
や
治
安
改
善
を
目
指
す
動
き

に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る
だ
ろ

う
。

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。

が
多
発
し
地
下
鉄
や
バ
ス
車
中

で
有
色
人
種
へ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
︵
憎
し
み
犯
罪
︶
の
被
害

が
増
え
た
。
こ
の
犯
罪
撲
滅
に

声
を
上
げ
た
の
が
Ｎ
Ｙ
の
ア
メ

リ
カ
系
ア
ジ
ア
人
の
若
者
た

ち
。
人
権
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の

次
世
代
の
意
識
が
高
い
こ
と
も

　

ま
だ
ま
だ
続
く
寒
い
日
や
、

も
う
す
ぐ
訪
れ
る
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
に
、
リ
ッ
チ
で
濃
厚
な

味
わ
い
を
楽
し
め
る
ホ
ッ
ト
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
で
あ
っ
た
ま
ろ

う
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
入
っ
て

い
る
カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

に
は
血
管
を
広
げ
て
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
す
る
効
果
が
あ
る
の

で
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
の
予

防
に
つ
な
が
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
も
あ
る
た
め
健
康
面
で
も

お
す
す
め
だ
。

■Brooklyn Farm
acy 

& Soda Fountain

︵513 

ー
ム
サ
ン
デ
ー
や
ミ
ル
ク
シ
ェ

イ
ク
な
ど
、
か
な
り
カ
ロ
リ
ー

多
め
の
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ザ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
。
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
︵
５
ド
ル
〜
︶
に
は
焼
き

マ
シ
ュ
マ
ロ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

て
。
店
内
で
販
売
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
な
ど
の
グ
ッ
ズ
は
お
土
産
に

喜
ば
れ
そ
う
な
デ
ザ
イ
ン
。

■TH
E C

H
O

C
O

LATE 
ROOM

︵269 C
ourt St.

︶

　

コ
ブ
ル
ヒ
ル
に
あ
る
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
専
門
店
＆
カ
フ
ェ
。
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ド
リ
ン
ク
︵
６
ド

ル
〜
︶
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
・
バ

ニ
ラ
入
り
の
﹁
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹂、

ほ
ろ
苦
ベ
ル
ギ
ー
産
チ
ョ
コ
を

使
っ
た
﹁
ダ
ー
ク
﹂、
シ
ナ
モ

ン
や
ク
ロ
ー
ブ
を
加
え
た
﹁
ス

パ
イ
ス
﹂、
ダ
ー
ク
チ
ョ
コ
＆

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
﹁
カ
フ
ェ
・

ト
リ
ノ
﹂
な
ど
５
種
類
。
こ
ち

ら
も
店
内
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ

ャ
ツ
な
ど
の
グ
ッ
ズ
、
レ
シ
ピ

本
、ク
ッ
キ
ー
や
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
、

缶
入
り
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
を
販
売
し
て
い
る
、
チ
ョ

コ
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
店
。

■Van Leeuwen

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
17
店

舗
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
は
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
や
グ
リ
ー
ン

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
４
店
舗
を
構

え
る
人
気
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

シ
ョ
ッ
プ
が
販
売
す
る
ホ
ッ
ト

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
︵
４
ド
ル
︶。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
門
店
の
ト
ロ

ッ
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日

本
の
コ
コ
ア
の
よ
う
な
さ
ら
っ

と
し
た
軽
め
の
味
わ
い
。
プ
ラ

ス
１
ド
ル
で
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー

ム
も
ト
ッ
ピ
ン
グ
可
能
。
ア
イ

■ Brooklyn Farmacy & Soda Fountain
http://www.brooklynfarmacyandsodafountain.com

■ THE CHOCOLATE ROOM
https://www.thechocolateroombrooklyn.com

■ Van Leeuwen
https://vanleeuwenicecream.com

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

H
enry Street

︶

　

１
９
２
０
年
代
に
営
業
し
て

い
た
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
︵
薬
局
︶

の
店
舗
を
利
用
し
、
２
０
１
０

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
そ
の
名
も

﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
＆
ソ
ー
ダ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
﹂。

店
内
は
当
時
の
薬
局
ら
し
さ
を

残
し
た
改
装
し
す
ぎ
な
い
デ
ザ

イ
ン
が
好
評
で
、
天
井
や
床
の

タ
イ
ル
も
当
時
の
ま
ま
だ
そ

う
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ア
イ
ス
ク
リ

ス
ク
リ
ー
ム
に
熱
々
の
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
を
か
け
る
ア
フ
ォ
ガ
ー

ド
も
冬
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

http://www.brooklynfarmacyandsodafountain.com
https://www.thechocolateroombrooklyn.com
https://vanleeuwenicecream.com
http://www.jwsny.org
https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.aozoragakuen.com/
https://artofhaiku.org/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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 BOOKS
　

歴
史
と
は
何
だ
ろ
う
。
歴
史

書
に
書
か
れ
た
こ
と
だ
け
が
真

実
だ
ろ
う
か
。
ま
た
歴
史
と
は

誰
に
よ
る
、
誰
の
た
め
の
も
の

だ
ろ
う
か
。
人
々
に
残
る
記
憶

や
物
語
も
歴
史
と
な
り
え
る
だ

ろ
う
か
。
文
学
や
芸
能
、
芸
術

や
ス
ポ
ー
ツ
も
、Y

ouT
ube

やT
w

itter

に
残
さ
れ
た
コ

メ
ン
ト
も
、
人
が
な
す
も
の
全

て
が
歴
史
と
し
て
残
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

そ
の
素
と
な
る
も
の
は
、
人
の

心
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
、
人
間
国
宝
、
能
楽

小
鼓
方
大
倉
流
十
六
世
宗
家
大

倉
源
次
郎
氏
が
、
日
本
国
を
形

作
る
古
代
か
ら
の
歴
史
の
奥
に

隠
さ
れ
た
日
本
人
の
心
の
あ
り

さ
ま
を
、
能
か
ら
探
り
あ
て
、

深
く
親
し
み
や
す
く
語
ら
れ
て

い
る
。

　

歴
史
書
の
編
纂
は
大
事
な
国

家
事
業
で
あ
る
。
政
府
に
よ
る

編
集
、
選
定
さ
れ
た
歴
史
書
の

始
ま
り
は
古
く
、
大
国
の
隋
・

唐
と
並
ぼ
う
と
す
る
気
概
が
み

な
ぎ
る
7
世
紀
、
聖
徳
太
子
の

時
代
か
ら
と
も
言
わ
れ
、
平
安

末
期
ま
で
継
続
し
て
編
纂
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
律
令
国
家
の

衰
退
と
と
も
に
中
断
さ
れ
た

が
、
江
戸
後
期
に
天
皇
の
命
を

受
け
、
政
府
部
内
に
担
当
部
局

を
設
置
し
、
編
年
体
で
漢
文
体

を
も
っ
て
記
述
し
た
﹁
官
撰
﹂

が
再
開
さ
れ
る
。
明
治
時
代
以

降
は
修
史
局
︵
史
料
編
纂
所
︶

が
置
か
れ
、﹃
大
日
本
史
料
﹄

が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
我
々
は
歴
史
の
検
証
を
問

え
る
。

　

歴
史
書
の
編
纂
が
中
断
し
た

時
期
の
こ
と
は
ど
う
や
っ
て
知

り
え
る
の
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
は
記
録
す
る
こ
と
が

大
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
多
く

の
貴
族
や
武
士
た
ち
が
日
記
や

書
簡
と
し
て
身
の
回
り
の
出
来

事
を
書
き
残
し
て
い
た
。
ま
た

政
治
の
中
心
に
い
た
貴
族
た
ち

は
、
官
撰
で
は
な
い
、
仙
人
の

よ
う
な
老
人
の
昔
語
り
を
聞
き

書
き
し
た
よ
う
な
形
式
で
、
歴

史
書
を
残
し
て
い
る
。
平
安
時

代
後
期
か
ら
室
町
時
代
前
期
ま

で
に
成
立
し
た
﹁
鏡
物
︵
か
が

み
も
の
︶﹂
だ
。
権
力
者
へ
の

皮
肉
的
な
記
述
も
あ
り
、
当
時

の
歴
史
観
が
う
か
が
え
て
興
味

深
い
。

　

歴
史
を
伝
え
る
も
の
は
芸
能

も
然
り
で
あ
る
。
能
は
室
町
時

代
に
成
立
し
た
芸
能
で
、
古
の

伝
承
や
歴
史
物
語
か
ら
取
材

し
﹁
和
歌
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌

物
語
を
絵
解
き
し
て
ゆ
く
舞
台

芸
術
﹂
と
し
て
、
天
皇
や
大
名

な
ど
の
権
力
者
や
寺
社
な
ど
か

ら
の
庇
護
を
受
け
発
展
し
た
。

人
々
は
、
時
に
は
神
妙
に
、
笑

い
、
恐
れ
、
感
動
し
た
よ
う
で

あ
る
。
人
気
は
定
着
し
、
江
戸

時
代
に
は
幕
府
の
公
式
行
事
で

演
じ
ら
れ
る
﹁
式
楽
﹂
と
し
て

保
護
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
徳

川
家
だ
け
で
な
く
、
諸
国
の
大

名
た
ち
も
能
を
習
い
学
び
庇
護

し
た
。

　

大
名
た
ち
は
、
戦
い
に
た
ず

さ
わ
り
仏
教
の
説
く
修
羅
道
に

堕
ち
る
男
が
シ
テ
の﹁
修
羅
能
﹂

の
演
目
を
、
ど
の
よ
う
な
思
い

で
舞
い
、
天
下
泰
平
、
国
土
安

穏
、五
穀
豊
穣
を
言
祝
ぐ
﹁
翁
﹂

を
謡
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
火

で
荒
れ
果
て
た
田
畑
を
目
の
前

に
、
貧
窮
す
る
人
々
を
思
い
、

平
和
な
世
に
、
よ
り
豊
か
な
幸

福
な
時
代
を
築
く
こ
と
を
、
し

っ
か
り
と
心
に
決
め
て
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　

大
倉
氏
は
、﹃
古
事
記
﹄
の

時
代
か
ら
人
々
は
﹁
言
向
け
﹂

﹁
言
問
い
﹂﹁
言
和
ら
ぎ
﹂
と
言

葉
で
言
祝
ぐ
こ
と
で
仲
よ
く

し
、﹃
高
砂
﹄
に
﹁
言
の
葉
草

の
露
の
玉
。
心
を
磨
く
種
と

な
り
て
﹂
と
詠
わ
れ
る
よ
う

に
、
情
け
を
知
り
、
鬼
神
の
心

を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
た

と
、
ご
自
身
も
和
歌
に
詠
わ
れ

る
よ
う
な
柔
ら
か
い
言
葉
で

説
か
れ
る
。
そ
し
て
Ｈ
Ｐ
や

F
acebook

、Y
ouT

ube

チ

ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
能
の
実

演
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
困
難
な
問
題
に
囲
ま

れ
、
心
が
鬼
に
囚
わ
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
今
、
微
か
で
も
言
祝

ぎ
心
を
和
ら
げ
て
も
ら
え
た
ら

と
希
う
。

　
　
　
　

︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

 日本史を能で読み解く
大倉 源次郎・著

 扶桑社・刊

■聖なるズー （濱野ちひろ、集英社文庫）長年に渡り同じ
男性からの性暴力に苦しんだ経験を持つ著者が、暴力と性
愛とはなんだろうと探求を始める。その結果、犬や馬をパー
トナーとする動物性愛者「ズー」の存在を知りドイツに渡
る。彼らと寝食をともにしながら、人間にとって愛とは暴
力とは何かの考察を重ね、京都大学大学院の修士論文とし
て本書を書き上げた。■自由と成長の経済学 「人新世」と
「脱成長コミュニズム」の罠 （柿埜真吾、PHP 新書）売り
上げ 30 万部を突破した経済学者斎藤幸平の『人新世の「資
本論」』。「環境危機の時代を克服するには資本主義による
経済成長を諦めるべきだ」という論に著者は真っ向から反
論する。■変半身（村田沙耶香、ちくま文庫）村田沙耶香
と劇作家・演出家・俳優の松井周による共同プロジェクト
で生まれたストーリーの文庫本化。台湾と日本での取材と
創作合宿を基に共同で原案を開発し、小説と舞台をそれぞ
れに発表した。『早稲田文学増刊女性号』に掲載された既
存の性の役割を根幹から揺さぶった話題の中編『満潮』を
併録。■おはようおかえり（近藤史恵、PHP 研究所）出
かける人に掛ける「早くお帰りください」という意味の「お
はようおかえり」の関西系の挨拶であるタイトルから垣間
見られる家族の話。大阪にある和菓子店を継ぐ姉は自由奔
放の妹にわだかまりがあった。ある日、和菓子店を創業し
すでに亡くなっている曾祖母の霊魂が妹に乗り移った。■新海誠の世界（榎
本正樹、KADOKAWA）「新海誠展」にキュレーターとして参加した著者は
文芸評論家であり、文学的視点から初期の自主制作から大ヒット作『天気の
子』まで新海誠作品を徹底分析する。村上春樹や夏目漱石に影響を受けたで
あろうというシーンなども解説。新海監督語り下ろしインタビューも収録。
■イベルメクチン（大村智、河出新書）大村智博士が 2015 年ノーベル生理
学・医学賞を受賞したのは開発したイベルメクチンの功績が認められたから
だ。アフリカや南米に多いオンコセルカ症（河川盲目症）やリンパ性フィラ
リア症（象皮症）など線虫性熱帯病の制御に成功した医薬品だが、新型コロ
ナウイルスにも効くと言われている。大村博士自らが解説した本。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

人
間
に
と
っ
て
愛
や
暴
力
と
は
何
か
。
斎
藤
幸
平
に
反
論
す
る
。
小
説
と
舞
台
で
発
表

さ
れ
た
悪
夢
。
曾
祖
母
の
霊
魂
が
妹
に
乗
り
移
っ
た
。
新
海
誠
作
品
を
文
芸
評
論
家
が
徹

底
解
説
。
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
治
療
の
救
世
主
に
な
り
得
る
の
か
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

﹁
食
べ
る
こ
と
と
栄
養
﹂
に

ま
つ
わ
る
素
朴
な
疑
問
に
応
え

な
が
ら
、
野
菜
、
肉
、
魚
、
穀
類
、

乳
製
品
な
ど
身
近
な
食
べ
も
の

の
栄
養
素
に
つ
い
て
紹
介
す
る

本
。
生
き
て
い
く
の
に
大
切
な

栄
養
素
は
大
き
く
分
け
て
、
炭

水
化
物
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
の
５
つ
。

こ
れ
ら
の
栄
養
素
に
は
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
作
っ
た
り
、
筋
肉
や
骨
を

作
っ
た
り
、
体
の
働
き
を
整
え

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担

う
。
﹁
栄
養
素
が
わ
か
る
﹂
﹁
食

べ
物
が
わ
か
る
﹂
﹁
体
の
し
く

み
が
わ
か
る
﹂
の
３
部
構
成
。

　

監
修
は
女
子
栄
養
大
学
教
授

で
栄
養
学
博
士
・
管
理
栄
養
士

の
川
端
輝
江
さ
ん
。
ピ
ー
マ
ン

く
ん
、
ト
マ
ト
く
ん
な
ど
、
食

べ
も
の
は
す
べ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
化
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
栄

養
素
や
﹁
な
ぜ
食
べ
な
き
ゃ
い

け
な
い
の
か
﹂
﹁
食
べ
る
と
ど

ん
な
良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
﹂

が
学
べ
る
内
容
。
か
わ
い
い
イ

ラ
ス
ト
と
わ
か
り
や
す
い
説
明

で
子
供
と
一
緒
に
読
め
、
野
菜

嫌
い
の
子
供
に
困
っ
て
い
る
家

族
の
願
い
に
も
応
え
ら
れ
る
実

用
絵
本
。　
　
　
　
　

（
高
田
）

子
供
と
一
緒
に
学
ぶ
栄
養
学

 『どうして野菜を食べなきゃいけないの ?』
監修・川端輝江　絵・せのおしんや

新星出版社　2017 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
tel:9175773969
http://jmart-usa.com/en/
http://www.idocenter.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

今
回
は
外
国
人
と
日
本
人
の

お
肌
の
違
い
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
い
き
ま
す
。
人
種
の
る
つ

ぼ
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
エ

ス
テ
サ
ロ
ン
や
美
容
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
日
本

人
の
肌
質
を
理
解
し
て
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
主
な
違
い
は
大
き
く

４
つ
。
①
日
本
人
の
肌
は
白
人

や
黒
人
に
比
べ
て
表
皮
の
角
質

層
が
薄
い
。
厚
生
労
働
省
の
産

業
医
学
総
合
研
究
所
に
よ
る

と
、
日
本
人
の
角
質
層
は
白
人

の
3
分
の
2
ほ
ど
し
か
な
い
そ

う
で
す
。
②
日
本
人
は
欧
米
人

に
比
べ
て
皮
脂
腺
が
発
達
し
て

い
て
皮
脂
量
が
20
％
ほ
ど
多

い
。
③
日
本
人
は
欧
米
人
に
比

べ
て
メ
ラ
ニ
ン
の
生
成
が
活
発

で
あ
る
。
④
真
皮
と
皮
下
組
織

は
白
人
に
比
べ
て
厚
い
。
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
人
種
に
よ
っ

て
こ
ん
な
に
も
違
い
が
あ
る
人

の
肌
。
違
い
を
理
解
し
た
上
で

最
適
な
お
手
入
れ
と
治
療
を
行

い
た
い
で
す
ね
。
ま
ず
、
表
皮

の
角
質
層
が
薄
い
と
い
う
こ
と

は
、
お
肌
の
水
分
保
持
力
が
弱

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
表
皮
の

角
質
層
に
は
、
水
分
を
保
持
す

る
と
い
う
働
き
が
あ
り
、
表
皮

が
薄
い
日
本
人
は
欧
米
人
よ
り

も
肌
が
乾
燥
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
皮
脂
の
分

泌
が
多
い
日
本
人
は
、
老
廃
物

や
不
要
な
角
質
も
残
り
が
ち
。

汚
れ
や
皮
脂
を
残
し
て
し
ま
う

と
、
酸
化
し
て
肌
に
ダ
メ
ー
ジ

が
お
き
た
り
、
肌
の
く
す
み
や

毛
穴
の
角
栓
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
定
期
的
な
角
質
ケ
ア
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
シ
ミ

を
予
防
し
、
透
明
感
を
出
す
美

白
ケ
ア
も
重
要
で
す
。Skin 

D
eep N

Y
C

で
は
、
私
と
と

も
に
日
本
人
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
在
籍
を
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
肌
の
特
徴
を
熟

知
し
た
上
で
治
療
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
日
本
人
の
肌
に
合

わ
せ
た
ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ス
メ
の

販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
無
料
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon&
Spa 

オ
ー
ナ
ー
。
日

本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

日
本
人
の
肌
に
合
わ
せ
た
ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ス
メ

13
　

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
音
楽
シ
ー

ン
の
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
予
測
不
能

な
存
在
﹂
と
評
さ
れ
る
永
井
晶

子
︵
な
が
い
・
し
ょ
う
こ
︶
さ

ん
。
前
衛
音
楽
と
ワ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
自
身
の
バ
ン

ド
﹁
ト
カ
ラ
﹂
を
結
成
、
夫
で

ド
ラ
マ
ー
の
武
石
聡
さ
ん
と
の

ユ
ニ
ッ
ト
﹁
ヴ
ォ
ル
テ
ッ
ク
ス

︵V
ortex

︶
﹂
で
は
自
作
曲
を

発
表
、
ユ
ダ
ヤ
教
礼
拝
堂
の
儀

式
や
ア
メ
リ
カ
・
チ
ェ
コ
人
形

劇
団
で
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を

演
奏
、
リ
ン
ダ
・
ホ
ー
グ
ラ
ン

ド
監
督
の
映
画
音
楽
を
担
当
す

る
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た

音
楽
家
と
し
て
、
知
る
人
ぞ
知

る
存
在
だ
。
２
月
３
日
放
映
予

定
の
﹁Sex and the C

ity

﹂

の

続

編
﹁A

nd Just Like 
T

hat

…
﹂
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
役
で
登
場
、
収
録
が
終
わ

っ
た
ば
か
り
。

　

幼
少
期
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー
ン

で
音
楽
の
感
性
を
磨
き
、
渡
米

前
は
ヤ
マ
ハ
音
楽
講
師
と
し
て

活
動
し
て
い
た
。﹁
今
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
を
融
合
し
た
前
衛

音
楽
が
作
れ
る
の
は
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
演
奏
者
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
﹂
と
、
そ
の
経
歴
を
強
味
と

す
る
。﹁
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
り
た
い
﹂
と
の
思
い
か
ら

バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
へ
進
学
、

﹁
美
し
く
弾
く
だ
け
で
は
な
い

自
分
だ
け
の
音
楽
性
﹂
へ
の
意

識
が
芽
生
え
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
を
始

め
た
あ
る
日
、
前
衛
音
楽
家
の

大
御
所
、
ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
共
演

が
き
っ
か
け
で
、
フ
リ
ー
ジ
ャ

ズ
へ
と
活
動
範
囲
が
広
が
る
。

ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
友

人
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
で
つ
な
が
る
東
西
の

音
楽
ひ
い
て
は
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
へ
と
演
奏
の
幅
が
広

が
り
、
い
つ
し
か
中
東
音
楽
を

奏
で
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
弾
き

と
し
て
も
不
動
の
地
位
を
得

た
。
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
出

会
い
を
﹁
運
命
﹂
と
晶
子
さ
ん

は
言
う
。﹁
よ
か
っ
た
ら
直
ぐ

に
反
応
し
て
く
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ

人
で
も
な
い
私
を
起
用
し
て
く

れ
る
。
そ
う
い
う
の
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
﹂。

　

夫
の
武
石
聡
さ
ん
と
の
出
会

い
も
﹁
彼
な
し
で
は
音
楽
性
の

成
長
は
あ
り
え
な
か
っ
た
﹂
と

言
う
﹁
運
命
﹂。
即
興
演
奏
な

ど
﹁
間
の
取
り
方
﹂
が
ぴ
っ
た

り
な
の
だ
そ
う
。
夫
婦
ユ
ニ
ッ

ト
の
﹁
ヴ
ォ
ル
テ
ッ
ク
ス
﹂
は

結
成
20
周
年
を
迎
え
る
。

　

近
年
は
作
曲
活
動
に
主
軸
を

置
く
。
今
年
は
３
つ
の
助
成
金

を
得
て
、
Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス
も
控

え
る
。
３
月
に
は
バ
ー
ス
デ
ー

ラ
イ
ブ
も
企
画
。﹁
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
い
か
に

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
中

に
出
せ
る
か
﹂
を
常
に
意
識
す

る
。﹁
音
楽
を
書
く
こ
と
は
苦

し
み
。
葛
藤
が
な
い
と
書
け
な

い
。﹂
と
言
う
時
、
柔
和
な
表

情
が
一
瞬
引
き
締
ま
っ
た
。
一

流
の
音
楽
家
が
し
の
ぎ
を
削
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
緊
張
感
あ
ふ

れ
る
環
境
で
の
活
動
は﹁
使
命
﹂

と
感
じ
て
い
る
。
名
古
屋
市
出

身
。　
　
　
　

︵
小
味
か
お
る
︶

作曲家、ピアニスト、

アコーディオ二スト

永井晶子さん

www.shokonagai.net      Photo: Satoshi Takeishi クリニックゼネラルマネージャーの Midori さん

自
分
だ
け
の
音
楽
性
を
追
求
す
る

http://www.shokonagai.net
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
tel:2122136069
https://www.myhappytummyclub.com/
https://tawaramart.com/
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
全

日
制
部
門
、
育
英
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

校
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
・
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
及
び
サ
ン
デ

ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
毎
年

恒
例
の
書
き
初
め
大
会
が
実
施

さ
れ
た
。
全
日
制
部
門
小
学
部

は
10
日
・
11
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
実
施
し
、
毛
筆
硬
筆
と
も

に
学
年
別
の
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
初
め
て
の
毛
筆
の
体
験
と

な
る
１
年
生
は
﹁
た
け
﹂、
５

年
生
以
上
は
自
由
課
題
で
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
思
い
を
字
に
込

め
て
表
現
し
た
。

　

全
日
制
部
門
、
サ
タ
デ
ー
部

門
と
も
、
小
学
部
１
年
生
に
と

っ
て
は
書
き
初
め
は
初
め
て
の

経
験
と
な
っ
た
。
や
や
緊
張
し

た
面
も
ち
で
先
生
の
手
本
を
し

っ
か
り
と
見
な
が
ら
、
一
字
一

字
丁
寧
に
書
き
、
最
後
に
は
そ

れ
ぞ
れ
立
派
な
作
品
を
書
き
上

げ
て
い
た
。
全
日
制
６
年
生

は
、
条
幅
︵
作
品
用
の
大
き
な

紙
︶
に
自
分
が
選
択
し
た
言
葉

を
行
書
や
楷
書
な
ど
の
字
体
で

書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
味
の
あ
る

作
品
に
仕
上
げ
て
い
た
。
指
導

に
あ
た
っ
た
神
谷
房
子
教
諭
や

担
当
の
教
員
ら
が
軸
装
に
仕
上

げ
、
同
学
園
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス

園
舎
内
に
展
示
し
た
。
子
ど
も

達
は
、
自
分
や
友
達
の
作
品
を

見
な
が
ら
、
出
来
上
が
り
に
満

足
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

全
日
制
部
門
小
学
部
児
童
の

入
選
作
品
︵
毛
筆
部
門
と
硬
筆

部
門
︶
と
６
年
生
の
作
品
は
、

紀
伊
国
屋
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

店
で
21
日
か
ら
２
月
４
日
ま
で

展
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

書
き
初
め
大
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
４
日
、

５
日
と
11
日
に
、
新
年
行
事
と

し
て
恒
例
の﹁
書
き
初
め
大
会
﹂

を
全
校
で
行
っ
た
。
今
年
は
今

ま
で
以
上
に
日
時
や
会
場
を
分

散
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
。

　

１
・
２
年
生
は
、
２
学
期
末

の
書
写
の
授
業
や
冬
休
み
の
課

題
で
練
習
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
集
中
し
て
書
い
て

い
た
。３
〜
９
年
生
の
毛
筆
は
、

広
い
会
場
で
隣
の
児
童
生
徒
と

の
間
隔
を
広
く
と
り
、
長
い
清

書
用
紙
を
前
に
丁
寧
に
筆
を
運

び
、
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
た
。
特
に
３
年
生
は
毛
筆

の
書
き
初
め
に
初
挑
戦
し
、
い

つ
も
よ
り
長
い
清
書
用
紙
を
前

に
、
正
座
を
し
な
が
ら
も
力
強

く
の
び
の
び
と
書
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
書
き
初
め

大
会
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
も
厳
正
な
審
査
の
上
、
各

学
年
か
ら
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞

が
選
ば
れ
た
。
全
て
の
作
品
は

廊
下
に
掲
示
さ
れ
、
友
達
と
見

合
う
姿
も
見
ら
れ
、
表
彰
さ
れ

た
作
品
だ
け
で
な
く
互
い
の
作

品
の
い
い
所
を
認
め
合
っ
て
い

た
。
新
年
に
日
本
の
伝
統
文
化

を
体
験
す
る
行
事
を
通
し
て
、

海
外
に
い
な
が
ら
日
本
を
十
分

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
日
本
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

年
初
め
書
き
初
め

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
相
澤
順
校
長
︶
で
は
13

日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
年
の
行
事﹁
百
人
一
首
大
会
﹂

が
６
〜
９
年
生
合
同
で
行
わ
れ

た
。
今
年
度
は
会
場
を
２
つ
に

分
け
、
感
染
防
止
対
策
を
十
分

に
配
慮
し
た
上
で
開
催
し
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
﹁
決
ま
り

字
を
覚
え
て
速
く
札
を
取
れ
る

よ
う
に
し
よ
う
﹂﹁
こ
の
歌
は

好
き
だ
か
ら
絶
対
に
と
る
﹂
な

ど
、
ク
ラ
ス
で
協
力
し
て
練
習

し
た
り
、
各
自
で
目
標
を
も
っ

て
繰
り
返
し
練
習
し
て
大
会
に

臨
ん
だ
。
大
会
本
番
は
各
学
年

の
予
選
結
果
を
基
に
﹁
横
綱
﹂

﹁
大
関
﹂﹁
関
脇
１
﹂﹁
関
脇
２
﹂

﹁
小
結
１
﹂﹁
小
結
２
﹂﹁
小
結
３
﹂

の
学
年
混
合
７
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ

た
。
上
の
句
の
一
文
字
目
が
読

ま
れ
る
や
否
や
決
着
が
つ
く
よ

う
な
場
面
も
多
く
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
英

語
科
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
も
読

み
手
と
し
て
参
加
し
、
日
本
の

伝
統
文
化
の
良
さ
、
日
本
語
の

響
き
の
美
し
さ
を
児
童
・
生
徒

と
と
も
に
共
有
し
た
。
同
じ
競

技
に
真
剣
勝
負
で
臨
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
努
力
を
称
え
あ
う
こ
と

で
、
初
・
中
等
部
の
垣
根
を
越

え
た
素
晴
ら
し
い
交
流
の
機
会

と
な
っ
た
。

白熱した百人一首大会
NY 日本人学校

日
本
の
伝
統
文
化
を
海
外
で
味
わ
う
喜
び

http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://villagewellusa.com
http://starchildny.com
http://www.jwsnj.org/


 　　Chie Imai, lead designer of the luxury 
brand CHIE IMAI, has published her autobi-
ography, “Happiness and Success Begin with 
a Single Fur - Chie Imai’s ‘My Legacy’ Can 
Lead to Your Path” (Nikkei Business Publica-
tions, Inc.).  The English version of the book 
will be published this year.
　　The book was sold at Kinokuniya Book-
store in New York, the city where Ms. Imai’s 
global expansion began. Her autobiography 
received great reviews from the city’s Jap-
anese people. (“Book Reviews” section on 
June 5).
　　Ms. Imai initially refused Nikkei BP’s 
offer to publish her book, feeling hesitant to 
share her success stories and hardships, but 
later changed her mind. She said, “I want as 
many people as possible to know the beauty 
and joy of fur. Also, through my life, I’ve 
wanted to give everyone a hint of how to 
live so that they can see the light, hoping that 
even a little of this can be useful to the people 
living today and to those in the next genera-
tion.”
　　Regarding her resulting autobiography, 
she said, “I was able to give my message as 
an entrepreneur and designer to the genera-
tion of dreamers, as well as methods to open 
up a new future, and it became a fun book 
that makes you feel positive about life.”
　　The book has been read not only by 
women, but also by several men and women 
in their twenties and thirties, a range wider 
than expected. Young male businessmen have 
commented that “they will use it as a bible”. 
It has also been highly praised by various 
media in the business and fashion worlds.
　　In particular, the chapter on her thoughts 
on fur expresses her strong conviction and 
shows how to live one’s life, which is some-
thing we tend to lose sight of in today’s di-
versifi ed society.
　　“Fur is a material that is ‘natural,’ ‘beau-
tiful,’ ‘fun,’ and ‘enriching’. It’s also highly 
functional, with outstanding heat retention 
and breathability. Fur has a long history 
with humans, dating back to the Stone Age. 
Humans have been using fur and leather 
to protect themselves from the cold and to 
perform their hunting.  The idea of fashion 
at CHIE IMAI, the luxury brand for which I 
am the lead designer, is based on long-term 

sustainability and respect for the rights of 
the individual. I want to encourage people 
to stop the negative thinking that arises 
from biased ideas and opinions, and to 
freely enjoy their individual style and 
fashion. We believe that in an age where 
we recognize diversity, we should also re-
spect the freedom of people who like fur. 
In this age when people around the world 
are thinking about diversity, I would be 
happy if you read this article with your 
thoughts”（Ryoichi Miura / Translated 
byMarie Smith)

JAPAN VOICETHE

COOL JAPAN from New Yorker’s Viewpoints
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CHIE IMAI’s translated autobiography 
to be published in the U.S. 

It begins with a single fur.

    “During the Second World War, many Jews escaped from Europe on the Trans-Si-
berian Railway. They traveled to the United States via Japan holding life-saving transit 
visas which allowed them to pass through a third country (known as “Visas for Life”), 
the only means to travel abroad in wartime.　The diplomat who wrote approximately 
2,000 visas by hand, Chiune Sugihara(1900-1981), and his family, now live in New 
York.  They are still grateful to Japan.　One recipient of the visa, Marsha Leon (Bern-
stein), a 10-year-old girl at the time of her escape, passed away fi ve years ago at the age 
of 86.  Her memory lives on in her three daughters who grew up hearing their mother’s 
memories of kindness shown to her by the Japanese.Leon’s daughters are now thriving 
artists (a composer, a pianist, and a photographer). The three of them collaborated to 
make an album to express their gratitude towards Japan.  The album, entitled “Masha’s 
Arigato”, contains original songs and a rendition of “Sakura”, a traditional Japanese 
folk song.（Ryoichi Miura / Translated by Marie Smith)

 “Our mother, Masha, arrived in Tsuruga 
in February 1941, and then she traveled 
to Kobe on February 24.  She was 10 
years old at the time and was taken care 
of by a French nun at St. Mary’s Catholic 
Elementary School.  My mother and my 
grandmother, Zelda Bernstein, used Kobe 
as a base and visited Tokyo, Nara, Osaka, 
and Takarazuka during their six months in 
Japan.   I remember that they shared their 
fond memories of watching samurai mov-
ies and walking around Honmachi with 
us.  Her time in Japan was followed by 
her marriage in the United States, where 
she gave birth to three daughters.  She 
worked as a reporter for a Jewish news-
paper while taking us to Kabuki and 
Bunraku performances.  In particular I 
remember the time when Toshiro Mifune 
came to the U.S. in 1992 at the invitation 
of the Japan Society.  There was a poster 
contest for the movie “Seven Samurai,” 
and I drew the poster and had him sign 

it. I gave him a copy. I was already a fan 
of Japanese movies, so my mother and I 
were very moved. 
There were also folding fans and post-
cards that my mother brought from Japan, 
which were donated to the Tsuruga Mu-
seum in Japan two years 
ago.  Another memory I 
have is accompanying my 
mother when Prime Minis-
ter Abe visited the Jewish 
Museum in Washington 
D.C.  She was invited as a 
representative of the survi-
vors and shook hands with 
him.
　 I heard that nearly 4,000 
Jewish  r e fugees  once 
arrived in New York via 
Japan. I don’t know the 
exact number of survivors now, but my 
mother’s great voyage on the Amakusa 
Maru has led to our peaceful life today. 
We still have a subscription to TV Japan 
and enjoy watching sumo matches and 
other broadcasts.  My sisters and I were 
exposed to Japanese culture from a very 
young age.  My older sister, Laura, is a 
pianist, I (Karen) am a photographer and 
illustrator, and my younger sister, Nina, is 
a composer. Two years ago, the three of us 
collaborated on an album, which contains 
original compositions and “Sakura”.  It’s 
entitled  ‘Masha’s Arigato’ (Thank you 
from Masha)”.  Whenever I listen to it, I 
can feel the emotions of the distant Showa 
era surging through me.　

“A visa for life made me a big fan of Japan”
Japanese Culture and Friendship Taught to 

Woman’s Three Daughters

Visa for Life Online Conference Links Japan and the U.S.A
　 On November 12, 2021, the “Japan-U.S. ‘Visa for Life’ Online Conference” was held 
to discuss Sugihara’s humanitarian efforts and their legacy. The event was centered around 
two books written by Akira Kitade. The fi rst about the Japanese who supported Sugihara 
at the time, “Visa for Life, Faraway Journey” (published by Kotsu Shimbunsha), and “Ha-
rukanaru Tabiji (Continuing Life’s Journey)” (published by Parade), which focuses on the 
rescue of Jews by other diplomats. At the beginning of the conference, Ambassador Kanji 
Yamanouchi, Consul General of Japan in New York, delivered a message. In the latter half 
of the meeting, Laura Leon, a pianist living in New York City and daughter of the late Mar-
sha Leon, read a statement and played music her sister, Nina, had created called “Masha’s 
Arigato”. In her statement of gratitude, Ms. Leon said that although it had been more than 
80 years since Sugihara issued the visas, the descendants of Jewish refugees whose lives 
were saved by him and who made it to New York City are still grateful to Japan. 
 Shukan NY Seikatsu interviewed two of the three daughters of Marsha Leon, 
a survivor who passed away in 2017 at the age of 86: her eldest daughter Laura 
and Karen, who live in New York City. 　For more information about the album: 
https://lauraleonpiano.com/cds/cds/c/241      musicaltapestriesinc.com 

Masha’s ARIGATO 
An album of gratitude from the three daughters 

of a mother that survived on a Sugihara visa
Chiune Sugihara Ms.Masha Leon in NY

Nina Leon Karen Leon Laura Leon

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://lauraleonpiano.com/cds/cds/c/241
tel:2122136069
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Ｑ　

現
在
小
学
校
３
年
生
の
子

供
が
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
５

年
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
東
南
ア
ジ
ア
の
国
に
転

勤
が
決
ま
り
ま
し
た
。
帰
国
後

子
供
と
実
家
で
３
か
月
ほ
ど
過

ご
し
夫
の
赴
任
地
に
行
き
ま

す
。
子
供
は
短
い
間
で
す
が
初

め
て
日
本
の
学
校
に
通
い
ま

す
。
新
た
な
赴
任
地
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

Ａ　

日
本
の
小
学
校
へ
の
編
入

学
で
す
が
、
住
民
票
を
提
出
し

た
自
治
体
に
よ
っ
て
、
居
住
地

で
通
学
校
が
決
め
ら
れ
る
場
合

と
学
校
区
の
中
か
ら
学
校
を
選

択
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

通
わ
れ
る
期
間
も
短
い
で
す

し
、
初
め
て
日
本
の
学
校
に
通

わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
は
ご
実
家

か
ら
近
く
、
徒
歩
で
安
全
に
通

え
る
学
校
を
選
ば
れ
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
学
校
を
お

訪
ね
に
な
り
、
校
長
先
生
と
お

話
し
下
さ
い
。
短
い
間
で
あ
っ

て
も
日
本
の
学
校
は
揃
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
学
用
品
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
校
側

に
短
期
の
在
学
と
な
る
こ
と
、

ラ
ン
ド
セ
ル
や
さ
ま
ざ
ま
な
学

用
品
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
揃

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
お
尋

ね
下
さ
い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
東

南
ア
ジ
ア
の
日
本
人
学
校
で
は

使
用
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
は

日
本
の
学
校
は
異
文
化
体
験
の

場
と
な
り
ま
す
。
集
団
登
校
、

上
履
き
に
履
き
替
え
下
駄
箱
に

靴
を
入
れ
る
こ
と
、
朝
礼
が

あ
る
こ
と
、﹁
起
立
、
礼
、
着

席
﹂
と
言
っ
て
授
業
を
始
め
る

こ
と
︵
日
本
の
学
校
で
﹁kill　

it

﹂﹁lay

﹂﹁chopstick

﹂

と

言
っ
て
授
業
を
始
め
た
と
ビ
ッ

ク
リ
し
て
母
親
に
報
告
し
た
帰

国
生
も
い
た
そ
う
で
す
︶、
給

食
が
あ
っ
て
お
当
番
も
あ
る
こ

と
、
体
操
の
時
間
が
あ
っ
て
体

操
服
に
着
替
え
る
こ
と
、
終
業

後
は
掃
除
を
し
て
帰
る
こ
と
な

ど
、
日
本
の
学
校
文
化
は
他
の

国
と
は
異
な
る
独
特
の
も
の
で

す
。
事
前
に
日
本
の
学
校
に
つ

い
て
楽
し
み
な
こ
と
と
し
て
お

子
様
に
お
話
に
な
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
担
任
の
先
生
に
も
生

ま
れ
て
初
め
て
の
日
本
の
学
校

を
短
い
間
体
験
す
る
こ
と
な
ど

お
話
し
下
さ
い
。
近
年
は
帰
国

生
に
関
す
る
事
情
や
情
報
も
日

本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
新
幹
線
を
知
ら

な
い
、
都
市
の
位
置
が
分
か
ら

な
い
、
話
題
に
つ
い
て
行
け
な

い
な
ど
戸
惑
う
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。﹁
こ
ん
な
こ
と

も
知
ら
な
い
の
﹂
と
言
わ
れ
傷

つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時﹁
知
ら
な
く
て
当
た
り
前
、

少
し
ず
つ
覚
え
て
い
け
ば
良
い

の
よ
。
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る

こ
と
を
そ
の
子
は
知
ら
な
い

の
。
皆
分
か
ら
な
い
こ
と
は
お

互
い
に
聞
い
て
﹃
教
え
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
﹄
と
学
ん
で
い

け
ば
良
い
の
よ
﹂
と
励
ま
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
日
本

の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
、
日

本
の
良
い
と
こ
ろ
も
お
子
様
に

お
伝
え
下
さ
い
。

　

新
た
な
赴
任
地
に
つ
い
て
で

す
が
、
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
情
報
が
手
に
入
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
国
の
自

然
条
件
、
衛
生
医
療
条
件
、
政

治
社
会
条
件
、
文
化
条
件
、
生

活
・
教
育
条
件
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
気
に
な
る
こ
と
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
情
報
収
集
な
さ

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
赴
任
に
当

た
っ
て
新
た
な
予
防
接
種
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
注
意

が
必
要
な
病
気
と
そ
の
対
処

法
、
そ
し
て
危
険
な
地
域
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ご
赴
任

後
、
ま
ず
は
近
隣
の
日
本
人
居

住
者
か
ら
情
報
を
集
め
て
、
慣

れ
る
ま
で
買
い
物
な
ど
外
出
の

際
は
同
行
を
お
願
い
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
ガ
ー
ド
マ

ン
、
運
転
手
、
家
政
婦
さ
ん
な

ど
現
地
の
方
を
雇
う
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
採
用
に
当
た
っ

て
は
日
本
人
家
庭
で
働
い
た
経

験
の
あ
る
方
を
紹
介
し
て
頂
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。
解
雇
の
条

件
も
含
め
契
約
書
を
交
わ
し
、

身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー
を
取
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
大
事
な
物

は
鍵
の
掛
か
る
場
所
に
保
管

し
、
洗
濯
物
は
引
き
出
し
に
収

納
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の

場
所
に
置
く
な
ど
ル
ー
ル
を
決

め
ま
し
ょ
う
。
あ
く
ま
で
も
家

事
等
の
手
助
け
を
し
て
頂
く
と

捉
え
、
し
っ
か
り
と
目
配
り
管

理
を
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

﹁
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
﹂

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
致
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        稲垣芙佐子相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：ニューヨーク（3 年）長女出生〜 2 歳、次女出生、

バンコク（3 年）長女 4 〜 7 歳、次女 2 〜 4 歳、サンパウロ（5 年）長女 7 〜 11 歳、次女 4 〜 9 歳

再び他国に海外転勤

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、
令
和
４
︵
２
０
２
２
︶

年
度
、
前
期
用
教
科
書
の
申
し

込
み
受
付
を
開
始
し
た
。
日
本

で
該
当
す
る
学
年
の
義
務
教
育

学
齢
期
の
子
女
で
、
日
本
人
学

校
・
補
習
校
等
に
在
籍
せ
ず
教

科
書
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
場
合
、
同
館
で
無
料

配
布
す
る
も
の
。
教
科
書
の
配

布
は
小
学
生
が
年
２
回
︵
前
期
・

後
期
︶
、
中
学
生
が
年
１
回
︵
前

期
︶
。

　

教
科
書
無
償
配
布
の
対
象

は
、
次
の
１
〜
３
の
要
件
を
満

た
す
子
女
。
①
日
本
国
籍
を
有

し
、
将
来
日
本
に
帰
国
し
て
進

学
あ
る
い
は
就
労
す
る
意
思
を

有
す
る
義
務
教
育
学
齢
子
女
。

②
同
館
管
轄
地
︵
Ｎ
Ｙ
州
、
Ｎ

Ｊ
州
、
Ｐ
Ａ
州
、
Ｄ
Ｅ
州
、
Ｗ

Ｖ
州
、
Ｃ
Ｔ
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
郡
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
準
州
、

バ
ー
ジ
ン
諸
島
︶
に
居
住
し
、

同
館
に
在
留
届
を
届
出
し
て
い

る
子
女
。
③
日
本
人
学
校
や
日

本
語
補
習
校
等
の
在
外
教
育
施

設
に
在
籍
し
て
い
な
い
子
女

︵
在
外
教
育
施
設
に
在
籍
し
て

い
る
子
女
の
教
科
書
無
償
配
布

は
各
学
校
に
問
い
合
わ
せ
る
︶
。

　

申
し
込
み
締
切
り
は
２
月

28
日
︵
月
︶
。
締
切
り
を
過
ぎ

て
か
ら
の
申
請
は
日
本
か
ら

の
送
料
・
梱
包
手
数
料
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

h
ttps://w

w
w

.n
y

.u
s.

em
b

-japan
.g

o.jp/itpr_
ja/1

1
_0

0
0

0
0

1
_0

0
5

5
2

.
htm

l

を
参
照
。

令和４年度（２０２２年度）
前期用教科書を配布

ＮＹ日本総領事館で

　

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
で
日
本
語
継

承
教
育
を
行
う
ノ
ー
ス
ペ
ン
日

本
語
学
園
で
は
、
１
月
22
日
﹁
二

分
の
一
成
人
式
﹂
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
っ
た
。
式
に
は
特
別
ゲ

ス
ト
や
保
護
者
が
参
列
し
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
、
10
歳

を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
に

よ
っ
て
﹁
成
人
に
向
け
て

の
決
意
﹂
が
熱
く
語
ら
れ

た
。
ま
ず
は
、
10
年
前
の

出
来
事
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー

ス
や
、
そ
の
頃
流
行
し
た

歌
や
本
な
ど
で
生
ま
れ
た

こ
ろ
を
振
り
返
り
、
二
分

の
一
成
人
を
迎
え
た
子
ど

も
た
ち
の
誕
生
か
ら
現
在

ま
で
の
10
年
間
の
写
真
を

集
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
楽
し
ん
だ
。
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
は
、
誕
生
か
ら

10
歳
に
な
る
ま
で
の
写
真

一
枚
一
枚
に
子
ど
も
の
成

長
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
は
目
頭
を
熱
く
し

て
い
た
。
保
護
者
か
ら
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
や
、
子
ど

も
に
よ
る
10
年
後
の
自
分
予
想

な
ど
の
発
表
の
後
、
学
園
か
ら

子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
生
ま

れ
た
時
の
体
重
と
同
じ
重
さ
の

米
袋
や
身
長
の
長
さ
の
リ
ボ
ン

が
保
護
者
に
贈
ら
れ
た
。

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園

二
分
の
一
成
人
式
開
催

http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00552.html
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私
の
出
身
は
長
春
で
す
。
長

春
は
広
く
て
、
に
ぎ
や
か
で
、

き
れ
い
で
す
。
長
春
は
中
国
の

東
北
に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
お

よ
そ
四
百
万
人
で
す
。
長
春
の

冬
は
と
て
も
寒
い
で
す
。
た
く

さ
ん
雪
が
降
り
ま
す
。

　

長
春
の
町
は
毎
日
に
ぎ
や
か

で
す
。
た
く
さ
ん
人
と
車
が
行

き
か
っ
て
い
ま
す
。
長
春
で
の

暮
ら
し
は
、
便
利
で
す
。
地
下

に
バ
ス
と
電
車
が
走
っ
て
い
ま

す
。
長
春
に
は
大
学
と
図
書
館

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
レ

ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
日
本

料
理
と
韓
国
料
理
店
は
多
い
で

す
。
長
春
の
人
は
お
も
し
ろ
く

て
親
切
な
人
が
多
い
で
す
。
彼

ら
は
人
を
手
伝
う
の
が
楽
し
い

の
で
す
。

　

長
春
の
春
夏
秋
冬
は
き
れ
い

で
す
。
春
は
い
ろ
い
ろ
な
花
が

咲
き
ま
す
。
私
は
ピ
ン
ク
と
白

の
花
が
好
き
で
す
。

　

夏
に
は
湖
の
上
に
た
く
さ
ん

水
蓮
が
咲
き
広
が
り
ま
す
。
水

蓮
の
下
を
魚
が
泳
い
で
い
ま

す
。
見
て
い
て
、
お
も
し
ろ
い

で
す
。

　

秋
は
、
長
春
の
木
は
オ
レ
ン

ジ
色
と
赤
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　

冬
の
長
春
は
白
く
覆
わ
れ
ま

す
。
私
は
よ
く
友
達
と
公
園
に

行
っ
て
、
湖
の
上
で
ス
ケ
ー
ト

を
し
ま
し
た
。
冬
の
長
春
の
天

気
は
と
て
も
寒
い
の
で
す
。
氷

点
下
二
十
度
以
下
に
な
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
私
の
出
身
で
あ
る
長

春
の
春
夏
秋
冬
で
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
３
年
３
か
月
︶

　

最
近
終
了
し
た
﹁
銀
魂
﹂
は
、

72
巻
の
長
編
漫
画
で
あ
る
。
感

謝
し
て
楽
し
ん
で
読
む
た
め
に

は
多
少
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
全
体
に
沢
山
の
要

素
が
ち
り
ば
め
て
あ
り
、
一
度

読
ん
だ
だ
け
で
は
ス
ト
ー
リ
ー

を
把
握
し
に
く
い
か
ら
だ
。
本

当
の
事
を
言
う
と
、
私
自
身
も

二
回
ア
ニ
メ
を
途
中
で
辞
め
た

経
験
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
ギ

ャ
グ
は
、
あ
ま
り
面
白
く
な
か

っ
た
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
ま

り
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
夏
休

み
の
間
、
特
に
や
る
事
が
な
か

っ
た
の
で
、
も
う
一
度
ア
ニ
メ

を
最
初
か
ら
再
挑
戦
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
は
、
私
の
短
い

16
年
の
人
生
の
中
で
一
番
良
い

選
択
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

﹁
銀
魂
﹂
の
作
者
は
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
中
で
話
の
あ
ら
す
じ

は
特
に
決
め
て
い
な
い
と
話
し

て
い
る
。
こ
の
ア
ニ
メ
が
特
徴

的
な
の
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
自

身
が
ア
ニ
メ
の
中
の
役
目
を
自

覚
し
て
い
る
所
だ
っ
た
り
、
実

際
に
存
在
し
て
い
る
商
品
や
会

社
名
な
ど
、
そ
の
ま
ま
ア
ニ
メ

の
中
で
紹
介
し
て
い
る
点
で
あ

る
。

　

﹁
銀
魂
﹂
が
愛
さ
れ
て
い
る

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
話
自
体

が
ゆ
っ
く
り
と
進
む
と
こ
ろ
だ

と
思
う
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一

緒
に
過
ご
す
時
間
が
多
い
ほ
ど

ア
ニ
メ
の
奥
行
が
増
す
か
ら

だ
。
人
間
は
、
い
つ
も
面
白
い

わ
け
で
は
な
い
。
通
常
は
、
退

屈
で
煩
わ
し
い
存
在
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
人
間

ら
し
い
所
に
、
自
分
を
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
時
と
し
て
、

彼
ら
の
失
敗
や
成
功
は
、
自
分

の
も
の
に
も
成
り
得
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
間

性
が
、
た
ま
ら
な
く
私
を
魅
了

す
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
話
は
ギ
ャ
グ
だ

が
、
た
ま
に
真
剣
な
ス
ト
ー
リ

ー
が
出
て
来
る
と
、
い
つ
も
よ

り
注
意
を
払
い
ア
ニ
メ
を
見
て

い
た
。
そ
れ
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
笑
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
急
に
笑
わ
な
く
な
る
か
ら

だ
。
ま
る
で
赤
ん
坊
の
よ
う
に

私
を
泣
か
せ
た
、
3
人
の
人
物

を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
は
、
主
人
公
の
﹁
銀

時
﹂。
彼
は
、
め
ん
ど
く
さ
が

り
屋
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
、

ア
パ
ー
ト
の
家
賃
を
滞
納
し
て

い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
生
活

を
し
て
い
る
か
は
、
彼
の
過
去

の
話
を
見
れ
ば
分
か
る
。
戦
争

真
っ
た
だ
中
に
生
ま
れ
、
貧
困

や
死
な
ど
の
想
像
を
絶
す
る
恐

怖
を
体
験
し
て
い
た
。
彼
は
、

誰
よ
り
も
こ
の
世
界
が
憎
い
は

ず
な
の
に
、
一
日
一
日
を
大
切

に
生
き
て
い
る
。
も
し
私
だ
っ

た
ら
、
耐
え
き
れ
な
く
て
、
つ

ら
い
思
い
出
や
感
情
を
押
し
殺

し
た
り
、
世
界
を
憎
み
な
が
ら

生
き
る
し
か
な
い
と
思
う
。
し

か
し
、
彼
は
そ
う
い
う
負
の
経

験
を
、
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、

そ
れ
を
自
分
の
力
と
し
て
生
き

抜
い
て
い
る
。
彼
は
、
大
切
な

人
た
ち
を
守
る
と
い
う
揺
ぎ
無

い
信
念
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
亡
く
な
っ
た
師
匠
と
の
約

束
を
守
る
た
め
で
あ
る
。
た
と

え
人
生
は
不
平
等
で
も
、﹁
銀

時
﹂
に
と
っ
て
、
人
々
と
の
関

係
が
、
彼
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、﹁
長
谷
川
﹂
別
名
﹁
マ

ダ
オ
﹂。
彼
は
、
ア
ニ
メ
の
中

で
ず
っ
と
ホ
ー
ム
レ
ス
で
あ

る
。
彼
が
出
て
来
る
話
は
、
と

て
も
励
み
に
な
る
。
彼
は
、
い

つ
も
無
職
で
苦
し
ん
で
い
る

が
、
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る

と
、
せ
っ
か
く
の
機
会
を
他
人

の
幸
せ
の
た
め
に
、
譲
る
優
し

い
人
で
あ
る
。

　

最
後
は
、
将
軍
暗
殺
編
ま
で

は
、
お
ち
ゃ
ら
け
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
知
ら
れ
て
い
る
﹁
茂
茂

将
軍
﹂。
彼
は
、
庶
民
に
よ
り

良
い
生
活
を
提
供
す
る
た
め
、

色
々
な
努
力
を
す
る
人
物
で
あ

る
。
将
軍
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
庶
民
を
理
解
す
る
た
め

に
、
彼
ら
の
生
活
を
実
際
に
見

に
行
っ
た
り
、
行
事
に
も
参
加

し
た
り
す
る
。
彼
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
強
み
は
、
庶
民
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
頼

し
て
い
た
幼
馴
染
と
握
手
し
た

際
に
、
毒
針
に
刺
さ
れ
て
死
ん

で
し
ま
う
。
心
待
ち
に
し
て
い

　

僕
は
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
化

に
賛
成
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
す
る
主
な
理
由
と
し
て
は
、

他
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
に
よ
っ

て
飛
ん
だ
飛
沫
を
吸
い
込
む

こ
と
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ほ
と
ん
ど
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
内
閣
官
房
に
よ
る
動
画﹁
マ

ス
ク
の
効
果
に
つ
い
て
﹂
で
は
、

自
分
が
咳
な
ど
を
し
た
場
合
、

不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

れ
ば
、
大
き
な
飛
沫
の
飛
散
は

ほ
ぼ
十
割
、
小
さ
な
飛
沫
で
も

約
七
割
の
飛
散
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
大
学
に
よ
り
行

わ
れ
た
研
究
で
は
、
二
人
で
会

話
を
す
る
際
、
両
者
が
マ
ス
ク

を
し
て
い
れ
ば
、
約
七
割
も
の

飛
沫
の
吸
い
込
み
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
発
表
し
た
。

　

マ
ス
ク
の
義
務
化
を
め
ぐ
っ

て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
個
人
の

自
由
を
尊
重
す
べ
き
だ
、
と
い

う
意
見
が
多
数
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
研
究
の
結
果
か

ら
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
る
感

染
率
の
減
少
は
確
実
に
期
待
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
個
人

の
自
由
﹂
よ
り
も
、
自
分
が
社

会
の
一
員
だ
と
自
覚
し
て
、
一

人
で
も
感
染
者
を
減
ら
し
、
社

会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
べ
き

だ
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
マ

ス
ク
の
着
用
は
義
務
化
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
５
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
人
生
は
シ
ル
バ
ー
ソ
ウ
ル
﹂

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ダ
ー
ス
ト
ン
　
彩
夏

　

わ
た
し
は
今
、
十
二
月
の
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
毎

日
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

去
年
は
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
、

レ
ッ
ス
ン
を
や
め
た
の
で
、
先

生
な
し
で
、
自
分
だ
け
で
練
習

し
ま
し
た
。
六
ペ
ー
ジ
も
あ

る
長
い
曲
を
全
部
暗
記
す
る
ま

で
、
四
か
月
か
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
三
と
う
し
ょ
う
を
と

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今

年
は
、
一
と
う
か
二
と
う
し
ょ

う
を
と
れ
る
自
し
ん
が
あ
り
ま

す
。
今
ど
の
曲
は
シ
ャ
ー
プ
が

六
こ
も
あ
っ
て
、
す
ご
く
大
き

く
ひ
く
音
も
あ
れ
ば
、
も
の
す

ご
く
小
さ
く
ひ
く
音
も
あ
り
ま

す
。
右
手
と
左
手
を
ず
ら
し
て

ひ
く
と
こ
ろ
が
、
一
番
む
ず
か

し
い
で
す
。

　

コ
ン
ン
ク
ー
ル
ま
で
あ
と
三

週
間
で
す
。
先
生
の
言
う
事
を

聞
い
て
、
本
番
で
一
番
上
手
に

ひ
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
９
年
︶
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 ﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
マ
ス
ク

着
用
の
義
務
化
の
是
非
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
　
達
己

 ﹁
私
の
出
身
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
日
本
語
コ
ー
ス
Ⅲ
高
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
グ
　
ソ
フ
ィ
ー
　

 「コンクールまであと３週間」
　　　ニューヨーク育英学園サタデースクール NJ 校小３

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐久間　まゆ　

た
新
し
い
時
代
が
来
る
ち
ょ
っ

と
前
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。

　

﹁
銀
魂
﹂
は
、
私
た
ち
の
欠

点
や
苦
し
み
は
、
最
終
的
に
人

生
に
意
味
を
与
え
て
く
れ
る
と

私
に
教
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
た
時
に
成

長
と
再
発
見
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
。
こ
の
ア
ニ
メ
は
、
私
が

必
要
な
時
に
爆
笑
さ
せ
て
く
れ

た
り
、
私
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ

う
な
感
情
を
体
験
さ
せ
て
く
れ

る
。
そ
し
て
、
私
の
人
生
の
視

点
を
変
え
て
く
れ
た
。
私
の
葬

式
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
好

き
な
﹁
銀
魂
﹂
の
サ
ウ
ン
ド
ト

ラ
ッ
ク
を
流
す
ま
で
は
、
こ
の

作
品
は
い
つ
も
私
の
一
部
で
あ

る
。
言
葉
だ
け
で
は
﹁
銀
魂
﹂

の
良
さ
を
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
ア
ニ
メ
を
見
な
い
と

実
際
に
わ
か
ら
な
い
と
思
う
。

シ
ル
バ
ー
ソ
ウ
ル
は
、
ど
ん
な

金
よ
り
も
輝
き
を
放
つ
だ
ろ

う
。　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
地
下
鉄
で
通
勤
で
き
て
緑
の
多
い
閑
静
な

住
宅
地
、
な
お
か
つ
安
全
な
場
所
と
い
う
条
件
で
購
入
物
件
を
ネ

ッ
ト
な
ど
で
探
す
と
、
い
く
つ
か
候
補
が
出
て
く
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
最
近
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト

レ
フ
ァ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
コ
ー
プ
。
窓
が
と
な
り

の
ビ
ル
と
の
境
界
線
に
あ
る
た
め
︵
そ
の
よ
う
な
窓
の
こ
と
を
ロ

ッ
ト
ラ
イ
ン
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
言
う
︶、
法
的
に
は
ス
タ
ジ
オ
と
な

る
が
、
実
際
に
は
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
同
等
の
間
取
り
と
な
っ
て

い
る
。
駅
に
も
近
く
、
ま
た
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
が
目
の
前
の

物
件
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
セ
ン
ト
ラ
ル
エ
ア
コ
ン
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
と
し
て
は
珍
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
、
ペ
ッ
ト
可
、
開

放
的
な
キ
ッ
チ
ン
、
広
い
窓
、
価
格
は
54
万
５
０
０
０
ド
ル
。
頭

金
は
10
％︵
５
万
４
５
０
０
ド
ル
︶。管
理
費
は
月
額
４
２
５
ド
ル
。

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
イ
ヤ
ー
で
も
十
分
に
手
の
届
く
値
段
。
独
身
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
若
い
夫
婦
が
暮
ら
し
始
め
る
住
居
と
し
て
は

申
し
分
な
い
感
じ
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ル　

ted.m
atsum

oto@
corcoran.com

　

松
本
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
、
家
を
売
り
た
い

と
い
う
お
客
様
に
、
最
初
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
物
を
捨
て

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
売
る
、
あ
げ
る
、
捨
て
る

の
順
番
に
な
り
ま
す
。
特
に
一

軒
家
は
、
い
つ
の
ま
に
か
物
が

溜
ま
っ
て
し
ま
い
、
ベ
ー
ス
メ

ン
ト
や
屋
根
裏
に
﹁
と
り
あ
え

ず
﹂
と
い
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

が
、
そ
の
ま
ま
化
石
に
な
っ
て

い
ま
す
。
2
年
に
一
回
、
い
ら

な
い
物
、
着
な
い
洋
服
を
整
理

す
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
人

生
は
、
理
想
通
り
に
は
進
み
ま

せ
ん
。
家
を
売
る
段
に
な
っ
て

途
方
に
暮
れ
る
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
友
人
は
、﹁
ど

こ
も
か
し
こ
も
ジ
ャ
ン
ク
ば
か

り
で
、整
理
の
し
よ
う
が
な
い
。

誰
か
、
鍵
を
渡
す
か
ら
、
こ
の

ジ
ャ
ン
ク
ご
と
家
を
買
っ
て
く

れ
な
い
か
し
ら
ね
﹂
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
と
い
う
人
は
、
プ
ロ
を

雇
わ
れ
る
の
も
い
い
か
と
思
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
・
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
と
い
う
プ
ロ
で
す
。
ド
ア

を
開
け
る
と
雪
崩
が
起
き
る
よ

う
な
天
井
ま
で
一
杯
の
物
が
詰

ま
っ
た
ガ
レ
ー
ジ
や
ウ
ォ
ー

ク
・
イ
ン
で
き
な
い
ウ
ォ
ー
ク
・

イ
ン
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
魔
法

の
杖
を
使
っ
た
よ
う
に
整
理
を

し
て
く
れ
ま
す
。
多
く
の
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
人
た
ち
は
、
家

を
見
せ
る
と
き
の
ス
テ
ー
ジ
ン

グ
も
で
き
、
セ
ン
ス
の
良
さ
を

発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。
一
度
、

ホ
ー
ム
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の

家
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
横
長
の
リ
ビ
ン
グ

を
た
っ
た
の
2
個
の
皮
張
り
の

ス
ツ
ー
ル
で
仕
切
り
を
し
、
見

事
に
印
象
を
変
え
て
い
ま
し

た
。

　

誰
で
も
、
得
手
不
得
手
が
あ

り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
絵
を
描

く
人
が
タ
ッ
ク
ス
・
リ
タ
ー
ン

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に
数
式
を

書
い
て
﹁
面
白
い
﹂
と
い
っ
て

い
る
天
才
が
、
冷
蔵
庫
に
あ
る

バ
タ
ー
を
い
つ
も
見
つ
け
だ
せ

な
か
っ
た
り
と
、
人
に
は
、
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
に
負
え
な
い
と

こ
ろ
は
、
プ
ロ
に
任
せ
る
。
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
有
能
な

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
つ
け
る
こ
と

も
、
も
ち
ろ
ん
、
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
︵
リ
ロ
・

リ
ダ
ッ
ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
オ
フ
ィ
ス
　
古
姓
美
智
子
︶

ホ
ー
ム
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

不
動
産

ト
レ
ン
ド

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

公
園
近
く
で
暮
ら
す

　リビングルームに暖炉はな
くても、薪ストーブスタイル
のキャストアイアン風電気
ヒーターがあると、殺風景な
部屋がいきなり山小屋ロッジ
のようなロマンチックな部屋
に様変わり。電気式なのでオ
イルヒーター並みに安全。LED
ライトによるゆらゆらと揺れ
る炎もリアルに再現。これな
ら狭いアパートでも持ち込み
可能。心まで温まる。
価格　$199
商 品 名：17.5 in. 400 sq. ft. 
Black Electric Stove
取扱店： THE HOME DEPOT
www.homedepot.com

心も温まる薪ストーブ風電気ヒーター

mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com%E3%80%80%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%81%95%E3%82%93%E3%80%82
http://www.homedepot.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
でsalad

が

通
じ
ま
せ
ん
。
﹂
と
い
う
ご
相

談
を
よ
く
受
け
ま
す
。
そ
こ

で

質

問

で

す
。C

anada

と

salad

の
発
音
リ
ズ
ム
は
同
じ

で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
違
い

ま
す
か
？
カ
タ
カ
ナ
に
す
る
と

﹁
カ
ナ
ダ
﹂
も
﹁
サ
ラ
ダ
﹂
も

同
じ
３
音
節
で
す
が
、
英
語
で

は
違
い
ま
す
。
発
音
記
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。C

anada

は
3

音
節
、salad

は
2
音
節
で
す
。

　

C
anada

は
最
後
のd

音
を

終
え
る
時
、
つ
ま
り
舌
を
上
歯

か
ら
パ
ラ
っ
と
剥
が
す
時
に
、

声
を
一
瞬
前
に
出
し
ま
す
。
次

に
母
音
が
入
る
た
め
で
す
。

7

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
入
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
店
舗
が
ク
ロ
ー
ズ
し
て

い
た
中
、
目
立
っ
て
開
い
て
い

た
の
は
酒
屋
と
ピ
ザ
屋
で
し

た
。
伝
染
病
が
流
行
る
中
、
自

分
の
健
康
を
守
る
の
は
免
疫
力

で
す
。
そ
し
て
そ
の
免
疫
力
の

機
能
を
維
持
し
て
く
れ
る
の

は
、
健
全
な
食
事
で
す
。
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
た
時
に
、
エ
ン
プ

テ
ィ
・
カ
ロ
リ
ー
︵
栄
養
価
が

低
い
の
に
カ
ロ
リ
ー
だ
け
は
高

い
︶
の
ピ
ザ
と
ワ
イ
ン
で
は
重

症
化
し
て
も
当
た
り
前
で
す

し
、
免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る

人
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
伝

染
し
や
す
く
な
る
の
も
当
た
り

前
だ
と
思
い
ま
す
。
﹁
打
倒
コ

ロ
ナ
！
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
る
政
府
が
、
何
故
こ
の
辺
り

を
強
調
し
な
い
の
か
、
全
く
不

思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
で
重
症
化
す
る
人
の

傾
向
と
し
て
亜
鉛
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
と
Ｃ
不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
呼
吸
困
難
で
入

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
が
肥

満
型
の
方
に
多
か
っ
た
の
は
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

て
も
明
ら
か
で
し
た
。
肥
満
型

の
人
は
太
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毒
に
な
る
物
の
食

べ
過
ぎ
で
、
腸
内
細
菌
叢
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
体
毒
総
量
が
上

が
り
、
体
中
が
炎
症
を
起
こ
し

て
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
と
過
加
工

食
品
に
含
ま
れ
る
砂
糖
に
つ
い

て
は
、
み
な
さ
ん
も
多
少
な
り

と
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
発
表
さ
れ
た
ネ

ズ
ミ
を
使
っ
た
実
験
は
有
名

で
、
砂
糖
は
コ
カ
イ
ン
以
上
に

中
毒
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
何
故

か
日
本
料
理
の
レ
シ
ピ
に
は
、

必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
砂
糖

が
含
ま
れ
ま
す
よ
ね
。
私
が
見

た
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
で
は
、

食
べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
不
幸
に
な
る
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド

栄
養
学
博
士
で
料
理
研
究
家
の

方
が
紹
介
す
る
全
て
の
レ
シ
ピ

に
砂
糖
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、

驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
新
鮮
で
良
質
の
食
材

を
使
っ
て
も
、
砂
糖
の
使
用
量

が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
必

須
微
量
栄
養
素
の
吸
収
量
は
下

が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

も
し
か
す
る
と
、
現
代
の
ジ

ャ
ン
ク
フ
ー
ド
社
会
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
一
役
か
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
栄
養
不
良

を
起
こ
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

心
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
幸
福

ホ
ル
モ
ン
︵
ド
ー
パ
ミ
ン
、
セ

ロ
ト
ニ
ン
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
Ｇ

Ａ
Ｂ
Ａ
︶
の
分
泌
が
悪
い
の

で
、
心
身
と
も
に
自
分
が
頼
り

な
く
感
じ
る
の
で
す
。
こ
れ

が
、
自
信
が
な
い
、
や
る
気
が

な
い
、
何
を
し
た
い
か
分
か
ら

な
い
と
い
っ
た
心
理
の
根
本
原

因
で
す
。
う
つ
病
や
ニ
ー
ト
の

原
因
も
同
じ
で
す
。
栄
養
不
足

で
、
一
度
潰
れ
た
ら
立
ち
直
る

力
が
な
い
こ
と
を
体
の
ど
こ
か

深
い
と
こ
ろ
で
感
じ
て
い
る
の

で
す
。
今
、
未
来
の
見
通
し
が

立
た
な
い
社
会
で
、
不
安
と
怒

り
に
翻
弄
さ
れ
る
人
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
よ

ね
。彼
ら
に
先
ず
必
要
な
の
は
、

免
疫
力
を
回
復
し
て
く
れ
る
健

全
な
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
で

す
。
未
来
と
い
う
の
は
分
か
ら

な
い
の
が
当
た
り
前
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
サ
バ
イ
バ
ル
で
き
た

暁
に
は
、
そ
の
困
難
な
経
験
を

通
し
て
、
さ
ら
に
心
豊
か
な
高

次
元
の
人
間
へ
と
成
長
し
て
い

た
い
も
の
で
す
。

　

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：
米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com
　

Ｃ

Ｂ

Ｓ

ニ

ュ

ー

ス

／
Y

ouG
ov

が
16
日
に
発
表
し

た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
バ
イ

デ
ン
政
権
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
処
す
る
取
り
組
み
が

﹁
順
調
に
進
ん
で
い
る
﹂
と
答

え
た
人
は
36
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
策
を

﹁
支
持
す
る
﹂
と
し
た
の
は
49

％
で
、
昨
年
７
月
時
点
で
の
同

66
％
か
ら
低
下
し
た
。
調
査
に

よ
る
と
、
支
持
す
る
と
し
た
人

の
78
％
は
リ
ベ
ラ
ル
で
、
支
持

し
な
い
と
し
た
人
の
83
％
は
保

守
だ
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
策
が
事

態
を
﹁
改
善
さ
せ
て
い
る
﹂
と

回
答
し
た
の
は
35
％
、﹁
悪
化

さ
せ
て
い
る
﹂
と
の
回
答
は
40

％
だ
っ
た
。
対
策
へ
の
不
満
は

ワ
ク
チ
ン
の
入
手
可
能
性
と
は

ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
く
、
悪
化

さ
せ
て
い
る
と
す
る
人
の
70
％

が
﹁
情
報
の
混
乱
﹂
が
あ
る
と

答
え
た
。
こ
の
ほ
か
ワ
ク
チ
ン

義
務
化
推
進
が
不
十
分
、
変
種

へ
の
備
え
が
な
か
っ
た
、
検
査

が
容
易
で
な
い
な
ど
の
批
判
が

あ
っ
た
。
改
善
さ
せ
て
い
る
と

答
え
た
人
は
逆
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
推
進
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を

評
価
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
め
ぐ
っ
て
は
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
民
間
雇
用
者

８
０
０
０
万
人
に
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
ま
た
は
検
査
の
義
務
を
求

め
る
と
い
う
対
策
を
打
ち
出
し

た
が
連
邦
最
高
裁
判
所
に
却
下

さ
れ
た
。
た
だ
し
連
邦
か
ら
の

資
金
を
受
け
る
施
設
・
機
関
の

医
療
従
事
者
の
ワ
ク
チ
ン
義
務

は
認
め
ら
れ
た
。

　

調
査
は
１
月
12
日
か
ら
14
日

に
か
け
て
成
人
２
０
９
４
人
を

対
象
に
行
っ
た
。
米
国
は
１

月
16
日
時
点
で
１
日
の
新
規

感
染
者
が
約
80
万
人
に
上
り

２
週
間
前
の
倍
。
入
院
は
約

15
万
６
０
０
０
人
を
数
え
、
２

週
間
前
か
ら
61
％
増
。
１
日
の

死
者
は
１
９
０
０
人
を
超
え
て

２
週
前
か
ら
57
％
増
加
し
た
。

米
国
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策

世
論
調
査
で
﹁
順
調
﹂
は
３
分
の
１

　

英
国
の
マ
ッ
ト
レ
ス
専
門
サ

イ
ト
の
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
は
こ
の

ほ
ど
、
Ｎ
Ｙ
市
は
世
界
で
最
も

睡
眠
時
間
が
短
い
都
市
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、
と
い
う
調
査
結
果

を
公
表
し
た
。 

　

同
サ
イ
ト
は
昨
年
９
月
の
１

か
月
間
、﹁
＃
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ

ン
グ
﹂
や
﹁
＃
グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
﹂

な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
で
投
稿

さ
れ
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
デ
ー
タ

を
基
に
、
世
界
１
３
０
か
国
以

上
の
平
均
起
床
時
間
、
就
寝
時

間
、
睡
眠
時
間
を
比
較
し
た
。

一
般
的
に
は
、
７
〜
９
時
間
の

睡
眠
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
米

国
内
で
最
も
睡
眠
時
間
が
短
か

っ
た
の
は
シ
カ
ゴ
の
５
時
間
56

分
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
同
様
に

平
均
就
寝
時
間
は
午
前
零
時
、

起
床
時
間
は
午
前
６
時
で
ほ
ぼ

６
時
間
、次
い
で
デ
ト
ロ
イ
ト
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
タ
ン
パ
も
睡
眠

時
間
が
短
く
、
一
方
バ
ー
リ
ン

ト
ン
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
、
バ

ト
ン
ル
ー
ジ
ュ
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
、
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
の
睡
眠
時

間
は
い
ず
れ
も
９
時
間
台
と
長

い
。 

　

世
界
全
体
で
は
、
イ
ン
ド
の

バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
11
時
間
を
筆

頭
に
、
中
東
と
中
東
ア
ジ
ア
地

域
の
平
均
睡
眠
時
間
は
９
時
間

42
分
と
長
く
、
北
米
は
８
時
間

11
分
と
大
陸
と
し
て
は
最
も
短

い
。
同
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
日

本
の
平
均
就
寝
時
間
は
午
後
23

時
29
分
、
起
床
時
間
は
午
前
８

時
２
分
、
睡
眠
時
間
は
８
時
間

33
分
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
同
調
査
結
果
の
詳
細
は

m
ornings.co.uk

を
参
照
。 

寝不足都市ランキング 
最短はシカゴとニューヨーク 

　

一
方salad

は
最
終
音
がd

の
音
。
そ
の
後
に
母
音
が
入
ら

な
い
の
で
、
舌
を
上
歯
か
ら
離

す
瞬
間
に
息
を
止
め
、
ス
ッ
キ

リ
単
語
を
終
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
違
い
が
分
か
る
と
、

salad

が
な
ぜ
通
じ
な
か
っ
た

の
か
、
想
像
し
や
す
い
で
す

よ
ね
？ 

も
う
一
点
、
よ
く
あ

る
原
因
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、

salad

の
第
一
音
節
の
強
い
母

音
が
、
日
本
語
の
﹁
サ
﹂
の
よ

う
な
音
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

salad

よ
り
は
む
し
ろsolid

に
近
づ
い
て
し
ま
い
、
通
じ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

音
節
リ
ズ
ム
の
間
違
い
、
そ

し
て
強
い
母
音
の
音
の
違
い
を

修
正
す
る
こ
と
で
、大
抵
の﹁
単

語
が
通
じ
な
い
悩
み
﹂
は
解
消

で
き
ま
す
。

　

母
音
の
発
音
に
関
し
て

の

詳

し

い

説

明

は

Ｈ

Ｐ

︵slidem
ethod.com

︶
よ
り

無
料
ア
ク
セ
ス
動
画
を
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

一発で通じる
salad の発音

mailto:emishoga@danielgale.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:rika.furumoto@gmail.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.startsnewyork.com
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 EVENT　 
■ NYC・ ウ ィ ン タ ー・ ア ウ テ ィ ン グ
＝ 2/13 まで　ホリデーシーズンが終わ
り、観光客の減少とともにオフシーズン
となったニューヨーク市内のさまざまな
ディスカウント・キャンペーンがスター
ト。「ホテルウィーク」はマンハッタン・
ミッドタウンを中心に市内 112 軒のホテ
ルが参加。「ブロードウエーウィーク」と

「マストシーウィーク」は、１枚の値段で
2 枚のチケットが入手出来るチャンス。「レ
ストランウィーク」は 2 コースのランチ
または 3 コースのディナーが $29、$39、
$59 に設定されて実施中。
詳細は https://www.nycgo.com/nyc-winter-
outing

ONLINE CLASS/SEMINAR
■日本映像翻訳アカデミー主催「世界で
勝つコンテンツビジネスセミナー、最低
限知っておくべき４つのファクター」＝
1/15 〜 2/5　4 週にわたり日本のコンテン
ツ（知的財産：IP）を海外に展開する「海
外コンテンツビジネス」の基礎知識を学
ぶオンラインセミナー。基礎として知っ
ているべきポイントを各分野のプロがレ
クチャーする。
詳 細 は https://www.jvta.net/tyo/contents-
business-jan2022/
詳細は https://www.japansociety.org
■ Japanese SHARE 主催「子宮頸がんと
HPV ワクチン」＝ 1/29　20:00　乳がん・
卵巣がん・子宮がん患者を日本語でサポー
トするJapanese SHARE主催ウェビナー。
講師は HPV（ヒトパピローマウイルス）
感染症の予防方法を学ぶプロジェクト「み
んパピ！（みんなで知ろうＨＰＶプロジェ
クト）」の副代表、木下喬弘医師と産婦人
科チームの三ッ浪真紀子医師ら。HPV 感
染症、子宮頸がん、HPV ワクチンについ
て解説する。参加費無料。
詳 細 は h t t p s : / / s h a r e j p . o r g /
schedule/2022/1/29
■日本クラブ主催「アイビーリーグの入
り方（最新動向）」＝ 2/10　19:00　講師
は作家・ジャーナリストでプリンストン
日本語学校高等部ディレクターの冷泉彰
彦氏。米国名門大学の入試制度について
最新の動向に触れながら、日本人、日系
人がアイビー校をはじめとする米名門大
学に出願・入学する際の留意点について
具体的に説明する。参加費無料。
詳細は https://www.nipponclub.org

ART
■ デ ィ オ ー ル 展 覧 会「Christian Dior: 
Designer of Dreams」 ＝ 2/20 ま で　
Brooklyn Museum（200 Eastern Parkway）
ディオールがブランドを設立した 20 世
紀初頭までさかのぼり、資料や商品とと
もにハイファッションの歴史を探る展示。

200 点以上のオートクチュール、写真、映
像、スケッチ、ビンテージの香水、アクセ
サリーなどを見ることができる。入場料 :
一般 $25、学生・シニア $16、４〜 12 歳
$10、3 歳以下・会員無料。詳細は https://
www.brooklynmuseum.org/　
■棟方志功展覧会「板極道」＝ 3/20 まで　
Japan Society（333 E47th St.）米国最大
の棟方コレクションである JS の貴重品を
元に構成。木版画、書道、水彩画、リトグ
ラフや陶芸など、100 点以上の所蔵作品を
紹介する。入場料 : 一般 $12、シニア・学
生 $10。
詳細は https://www.japansociety.org/
■ティファニーグラス展示会「Tiffany's 
Lamps: Lighting Luxury」 ＝ 2023 年 春
ま で　Queens Museum（New York City 
Building,Flushing Meadows Corona Park）
入場料：任意（推奨 $8、シニア $4）、18
歳以下無料。月・火曜休館。
詳細は http://www.queensmuseum.org

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
家
ら
で

構
成
さ
れ
る
﹁
メ
ッ
ト
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
﹂
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
て
全
６
回

の
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー

ズ
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
４
回
目
と
な
る
２
月
１

日
︵
火
︶
は
午
後
７
時
30
分
か

ら
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
・
ワ

イ
ル
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
︵
７

番
街
８
８
１
番
地
、
57
丁
目
︶

に
て
、
モ
ー
リ
ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル

作
曲
の
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
弦
楽
四
重
奏

の
た
め
の
七
重
奏
曲
﹁
序
奏
と

ア
レ
グ
ロ
﹂
や
、
武
満
徹
作
曲

の
﹁
雨
の
呪
文
﹂
な
ど
、
20
世

紀
の
作
品
を
演
奏
す
る
。
当
日

は
日
本
人
ハ
ー
プ
奏
者
の
安
楽

真
理
子
さ
ん
＝
写
真
＝
が
参
加

す
る
。
入
場
料
は
50
ド
ル
〜
65

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
carnegiehall.org

を
参
照
。

メ
ッ
ト
室
内
楽
団

２
月
１
日
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

ハ
ー
プ
奏
者
の
安
楽
さ
ん
参
加

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
の
リ
ビ
ン
グ
・
ト
ラ

デ
ィ
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
第
５
弾
﹁
マ

ン
ガ
と
ア
ニ
メ
で
繋
が
る
世

界
：
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
﹂
が
、
２
月
15
日
︵
火
︶
午

後
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

漫
画
家
で
あ
り
株
式
会
社
ミ

ク
シ
ィ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
・
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
ジ
ュ
リ

ア
・
メ
ク
ラ
ー
氏
、
そ
し
て

﹃
ジ
ャ
パ
ナ
メ
リ
カ 

日
本
発
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
革
命
﹄
著
者

の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ル
ツ
氏
を

迎
え
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
業
界

の
現
状
や
最
新
ト
レ
ン
ド
、
技

術
革
新
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。

ま
た
、
司
会
に
﹃Japanese 

P
op

u
lar C

u
ltu

re an
d 

G
lobalization

﹄
著
者
の
ビ

ル
・
ツ
ツ
イ
氏
を
迎
え
、
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
の
歴
史
か
ら
、
オ

タ
ク
文
化
が
世
界
に
与
え
た
影

響
、
今
後
の
日
本
国
内
外
で
の

展
望
を
議
論
す
る
。
同
セ
ミ
ナ

ー
は
リ
ビ
ン
グ
・
ト
ラ
デ
ィ
シ

ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
と
し

て
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
の
世
界
を
探
求
す
る
も
の
。

セ
ミ
ナ
ー
言
語
は
英
語
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
japansociety.org/

を
参
照
。

ジャパン・ソサエティー

マンガとアニメで
繋がる世界

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
音
楽
活

動
を
し
て
い
る
ボ
イ
ス
ト
レ

ー
ナ
ー
の
熊
谷
淳
︵
く
ま
が

い
・
あ
つ
し
︶
が
２
月
４
日

︵
金
︶
午
後
９
時
か
ら
、
ロ

ッ
ク
ウ
ッ
ド
ホ
ー
ル
・
ス
テ

ー

ジ

３
︵

オ

ー

チ

ャ

ー

ド

通

り

１

８

５

番

地
、

電

話

２
１
２
・
４
７
７
・
４
１
５
５
︶

で
ア
ル
バ
ム
・
リ
リ
ー
ス
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

　

新
ア
ル
バ
ム
﹁
８
・
５
﹂
は

ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
カ
バ
ー
し
、
ブ
ル

ー
ス
調
や
Ｒ
＆
Ｂ
、
ポ
ッ
プ
ス

の
カ
バ
ー
曲
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
収
録
。
当
日
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
熊
谷
の
ほ
か
、カ
ル
バ
ン
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
︵
サ
ッ
ク
ス
︶、

ベ
ン
・
パ
タ
ー
ソ
ン︵
ピ
ア
ノ
︶、

ノ
リ
・
ナ
ラ
オ
カ
︵
ベ
ー
ス
︶、

ダ
リ
ア
ン
・
ダ
グ
ラ
ス
︵
ド
ラ

ム
︶
が
出
演
す
る
。

　

入

場

料

は

10

ド

ル

＋

２

ド

リ

ン

ク

ミ

ニ

マ

ム
。

チ

ケ

ッ

ト
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
rockw

oodm
usichall.com

を
参
照
。

熊
谷
淳
公
演

２
月
4
日
９
Ｐ
Ｍ

新
ア
ル
バ
ム
リ
リ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ
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https://www.brooklynmuseum.org/%E3%80%80
https://www.japansociety.org/
http://www.queensmuseum.org
https://rockwoodmusichall.com
https://rockwoodmusichall.com
https://rockwoodmusichall.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.japansociety.org
https://carnegiehall.org/
tel:7182684956
http://op-ed.jp
https://goshikiprinting.com/
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://america-keitai.com/
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https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/



